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胸
部
脚
ル
ト
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
日
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
場
名

対
　
　
象
　
　
地
　
区

9
月
1
8
日
働

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ
ー

本
町
1
㈹
、
本
町
2
・
3
・
4
・
5

午
後
1
時

　
～
　
午
後
3
時

〃

本
町
6
働
、
袋
町
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

〃

栄
町
、
高
田
町
1
・
2
　
高
田
町
3
幽

9
月
2
1
日
㈲

午
後
1
時

　
～
　
午
後
3
時

〃

丸
山
町
、
千
代
田
町

昭
和
町
㈹
、
西
寺
町

9
月
2
2
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

〃

七
軒
町
、
泉
町
、
加
賀
糸
屋
町
、
旭
町
、
関
口

樋
口
町
、
駅
通
り
、
西
浦
町
働
、
稲
荷
町
1

午
後
－
時

　
ー
　
午
後
3
時

〃

稲
荷
町
2
・
3
幽
・
4

9
月
2
4
日
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

〃

稲
荷
町
西
、
西
本
町
1
・
2

八
幡
田
町
、
下
川
原
町
、
宮
下
町
㈹

午
後
1
時

　
～
　
午
後
3
時

〃

諏
訪
町
、
神
明
町
、
学
校
町
1
・
2

水
野
町
、
若
宮
町
、
田
中
町
東
・
西

9
月
2
5
日
囲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
H
時
3
0
分

〃

田
中
町
本
通
り
、
上
川
町

川
原
町
、
田
川
町
1

午
後
－
時

　
～
　
午
後
3
時

〃

田
川
町
2
・
3
、
島

9
月
2
8
日
㈲

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

伊
達
公
会
堂
伊
達
⑨

午
後
1
時

　
～
　
午
後
3
時

水
沢
出
張
所
土
市
4
、
新
宮
幽

9
月
2
9
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
1
1
時
30
分

〃

太
田
島
働
、
土
市
－

午
後
1
時

　
～
　
午
後
3
時

〃

土
市
2
・
3
・
5

9
月
30
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

馬
場
小
学
校
水
沢
㈹
、
馬
場
㈹

午
後
1
時

　
～
　
午
後
2
時

珠
　
田
　
分
　
校

珠
川
幽

午
後
2
時
2
0
分

　
～
　
午
後
3
時

老
人
ホ
ー
ム
幸
町
、
老
人
ホ
ー
ム

検
察
審
査
会
の

制
度
を
ご
存
知

　
で
す
か
？

　
窃
盗
、
詐
欺
、
暴
力
、
交
通
事
故

な
ど
い
ろ
い
ろ
の
犯
罪
で
被
害
を
受

け
た
の
に
検
察
官
か
そ
の
事
件
を
裁

判
に
か
け
て
く
れ
な
い
（
．
｝
れ
を

「
不
起
訴
処
分
」
と
い
い
ま
す
）
た
め

に
、
犯
人
が
処
罰
さ
れ
ず
、
ど
う
も

納
得
が
ゆ
か
な
い
と
思
っ
．
て
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
、
こ
ん
な
不
満
の
あ

る
人
の
た
め
に
検
察
審
査
会
制
度
か

あ
り
ま
す
。
審
査
会
は
、
市
町
村
の

選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た

テ
一
入
の
審
査
員
か
、
住
民
と
し
て

の
健
全
な
常
識
に
従
！
．
て
、
検
察
官

の
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査

す
る
国
の
機
関
で
す
・

し舜急δん研

　　　（㎎馳畑

2齢認鯵
e
自
養
璽
）
ぽ
亀
互
）
ニ

　
　
　
　
　
　
ロ

ミ
匙
取
荏
狩
き
き
し
匠

　
　
　
　
　
ガ

揖
　
　
　
窺
ぺ

　
　
　
　
、
．

　
　
　
　
　
　
　
δ

自
　
　
　
　
　
を

㎜
ぶ
㌧
＼
，

ー
い
》
ぱ
い
い
5
－
u

題
算
於
き
し
z
。
、
．

題
　
　
よ
璽
と

k
離懸
騨
戴

　
　
　
　
　
　
馬

、　
～
も
ー
び
き
習
は
一

、
崇
嬉
琵
麓
鱈
、
、
．
”

伽
．
鮮

　
　
つ

　
　
、
硫

－
　
い
◎
B

　
h
u
　
　
　
　
　
　
挿

膨
バ
．
謡

　
へ
琵
を
著
る
ヒ

、
、
の
ま
ま
取
詠
z

売
ら
低
嚢
・
ぞ
、

t
　
に
サ
に
窪
謬
（

　
　
ま
，
：
…
■

．
　
紳
繋

　
　
　
　
　
一
曇

　
　
　
　
　
　
　
し

鵬
ふ
獣
、

鰭
　
房

櫓
闘
訴
乏

蚊
導
ぱ
，

“
　
セ
み
は
涛
建

　
　
　
、
，
み
良
い
。

　
研

　
こ
の
審
査
会
で
審
査
し
た
結
果
、

当
初
の
不
起
訴
処
分
か
覆
さ
れ
、
改

め
て
起
訴
さ
れ
た
例
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
相
談
や
審
査
の
申
し
立
て

に
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
先

は
、
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
（
長

岡
市
三
和
三
…
托
…
二
八
、
行
〇
二

瓦
八

－
三
五
ー
二
一
四
一
番
4
で
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
桶
沢
信
治
（
山
本
二
二
万
円
…

香
典
返
し
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）

壬
円
．
．
▼
春
川
（
新
座
）
五
チ
円
。

▼
岡
村
祐
子
（
栄
町
）
毛
円
。
▼
大

　
　
　
（
湯
之
谷
村
）
自
転
屯
ほ
か

…
…
三
十
一
万
千
二
百
円
相
当
。

　
つ
く
し
園
へ

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
下
さ
い
．

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

昭和56年9月10日

上
原
団
地
住
宅
・
宅
地
の

分
譲
説
明
会
開
催

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
中

条
地
区
上
原
地
内
に
住
宅
宅
地
の
造

成
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
分
の

積
立
分
譲
住
宅
十
二
戸
、
分
譲
宅
地

十
二
区
画
の
分
譲
説
明
会
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
購
入
希
望
者
は
お

い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
十
八
日
爾
　
午
後
一
時

　
　
三
十
分
か
ら

会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
脇
）

　
　
集
団
検
診
室
（
二
階
）

　
お
問
い
合
わ
せ
は
建
設
課
建
築
住

宅
係
（
君
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

五
〇
）
へ
。

「一一

iふるさとの旬の料理⑥

じゃが芋の油いため

調理法

①じゃが芋を千切にして水に入

れてアタを出し、ざるに揚げてて

　水切する。

②油でいため塩で味付して七味

　を少々振る。

材料一
じゃカ｛芋……300g

油一………一大2

塩……………小1．5

七味…………少々

一年中おかずが一品たりない時などに作ると喜こばれま

す。馬鈴薯の芽にはソラニンがあって、よく煮ないと中

毒する事があるのでこの料理をする時は芽をよくとって

から使用します。

茄子の粕づけ

材料一一　　　　　調理法
中茄子（生）…70～80個　秋茄子を使用する（中位のもの〉

酒粕…………4kg　　調味料を全部よくまぜ合わせて

砂糖…………800g　　その中に茄子を漬けこむ。

塩……………2合　　　最後に上にサランラップをのせ

焼耐…………1合弱　　空気を出す様におしつけ密封し
しょうちゅう

　　　　　　　　　　ておく。お正月頃食べ頃になり

　　　　　　　　　　　ます。（郷土料理研究グループいろり会）

L
　
▼
あ
す
な
ろ
会
市
民
尾
瀬
沼
ハ
イ

ク
参
加
者
一
同
、
一
万
五
千
三
百
三

影
一
円
。
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
卜
七
日
㈲
　
午
前
托
時
～

正
午
ま
で
　
内
後
、
妻
有
町
東
一
、
河

内
町
、
寿
町
一
、
美
雪
町
一
、
、
、
、

川
治
下
町
第
二
の
各
一
部
、
妻
有
町

西
一
丁
月
、
妻
有
町
西
二
丁
目
、
▼

九
月
二
十
一
日
㈲
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
、
本
町
二
、
本
町
三
、
若
宮
町
、

水
野
町
、
神
明
町
、
諏
訪
町
、
宮
下
町

西
の
各
一
部
、
▼
十
月
一
日
㈲
　
午

前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で
、
占
田
山

谷
、
稲
葉
、
小
泉
第
一
の
各
一
部
、
小

泉
第
三
、
▼
十
月
二
日
㈲
　
午
前
瓦

時
～
午
後
三
時
、
卜
条
本
町
の
一
部
、

貝
ノ
川
、
水
口
、
新
保
、
下
山
、
新
光
寺

　
　
　
　
　
　
　
』
」
澱
，
・

渉
と
3
端

○
苗
場
山
ろ
く
の
台
地
に
広
大
な
農

地
を
造
成
し
、
清
津
川
ダ
ム
か
ら
導

水
し
よ
う
と
い
う
市
に
と
っ
て
世
紀

の
大
事
業
が
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

こ
の
大
事
業
の
成
就
が
祈
ら
れ
ま
す
。

市
役
所
市
民
相
談
室

■市勢／世帯数…12，089／推計人ロ…49，217人（男24，058人・女25，159人）※基本台帳人口49，771人（8月1日現在）

巡
回
内
職
相
談
日
九
月
十
八
日
（
午
前
十
時
～
午
後
三
時
）

昭和56年10月10日
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F
蜜

亀
慶

1
克
雪
は
ふ
る
さ
と
を

　
　
　
　
　
愛
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
一
の
雪
の
国
十
日
町
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
は
こ
の
上
な
く
美
し
い
雪
の
都
、
だ
が
し

　
　
　
　
　
か
し
雪
と
の
闘
い
の
苫
難
は
ま
た
言
語
に
絶
す

　
　
　
　
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
こ
う
し
た
雪
、
だ
が
先
人
た
ち
は
雪
に
敗
北
し
な
か
っ

　
　
た
ば
か
り
か
、
雪
に
よ
っ
て
す
ば
ら
し
い
き
も
の
を
生
み
、
雪

　
を
祭
り
、
雪
に
祈
っ
て
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
現
状
は
、
な
お
屋
根
雪
処
理
の
一
層
の
合
理
化
に
は
じ
ま
り
、

道
路
交
通
の
確
保
な
ど
、
よ
り
住
み
よ
い
生
活
の
た
め
に
、
雪
に
う
ち
克

つ
、
し
た
た
か
な
心
と
知
恵
と
カ
を
傾
け
尽
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
そ
こ
で
昭
和
五
十
六
年
の
狂
乱
と
も
言
う
べ
き
雪
地
獄
に
対
す
る

　
　
壮
大
な
闘
い
を
記
念
し
て
「
克
雪
は
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
こ
と

　
　
　
か
ら
は
じ
ま
る
一
を
旗
印
に
、
克
雪
都
市
実
現
の
証
明
の

　
　
　
　
た
め
に
た
ち
あ
が
り
、
十
日
町
市
を
い
よ
い
よ
の
「
克

　
　
　
　
　
雪
都
市
」
に
す
る
こ
と
を
誓
い
、
そ
の
主
張
と

　
　
　
　
　
　
万
針
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市

　
九
月
定
例
市
議
会
で
「
克
雪
都
市
へ
の
主
張
と
方
針
の
公
表
」
　
（
克
雪

都
市
宣
言
）
と
「
十
日
町
市
雪
処
理
に
関
す
る
条
例
」
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
克
雪
都
市
宣
言
と
雪
処
理
条
例
は
、
五
六
豪
雪
の
生
々
し
い
体

験
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
市
と
市
民
が
協
力
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
雪
に

う
ち
克
ち
、
克
雪
都
市
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　
克
雪
都
市
宣
言
と
雪
処
理
条
例
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
の
豪
雪
は
、
観
測
史
上
例
を

み
な
い
異
常
さ
で
あ
り
、
今
も
市
内

の
あ
ち
こ
ち
や
人
の
心
の
中
に
さ
え

豪
雪
の
ツ
メ
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
か
ね
が
ね
「
市
と
市
民

が
一
緒
に
な
っ
て
雪
を
克
服
す
る
た

め
の
条
例
」
を
制
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
異
常
豪
雪
の

中
で
市
民
の
一
人
一
人
が
敢
然
と
闘

い
、
こ
れ
を
克
服
し
て
き
た
体
験
も

生
々
し
い
も
の
が
あ
り
、
国
土
庁
が

本
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
全
国
ニ

ヵ
所
で
実
施
し
て
い
る
克
雪
地
域
づ

く
り
モ
デ
ル
計
画
策
定
調
査
都
市
の

指
定
を
受
け
、
雪
克
服
の
た
め
の
総

合
計
画
の
策
定
が
進
む
な
ど
内
外
と

も
に
条
例
制
定
の
機
運
が
盛
り
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
克
雪
都
市
へ
の
主
張
と
方
針
の

公
表
」
　
（
克
雪
都
市
宣
言
）
は
、
一

緒
に
議
決
さ
れ
た
「
十
日
町
市
雪
処

理
に
関
す
る
条
例
」
と
表
裏
一
体
の

関
係
に
あ
り
ま
す
。
条
例
だ
け
で
は

ど
う
し
て
も
一
定
の
形
式
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

表
現
に
も
あ
る
程
度
の
枠
決
め
が
あ

る
た
め
、
宣
言
文
の
中
で
、
十
日
町

市
の
特
性
と
克
雪
の
た
め
の
基
本
的

な
考
え
方
を
、
や
わ
ら
か
く
、
し
か

も
明
確
に
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
願
い
と
連
動
し
て

　
克
雪
都
市
宣
言
に
つ
い
て
は
、
十

目
町
市
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
と
親
し
み
や

す
さ
を
考
慮
し
、
題
名
を
「
克
雪
都

市
へ
の
主
張
と
方
針
の
公
表
」
と
し
、

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
願
い
に

流
れ
る
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
と
い
う

共
通
思
想
を
盛
り
込
み
、
克
雪
へ
向

か
っ
て
市
民
の
連
帯
意
識
の
高
揚
を

願
い
、
厳
し
い
表
現
の
中
に
も
詩
情

を
忍
ば
せ
て
、
長
く
市
民
に
親
し
ま

れ
る
も
の
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
宣
言
は
、
十
日
町
市
民
に
対

し
て
行
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

全
国
に
向
け
て
、
雪
国
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
は
か
る
た
め
美
し
い
雪
国

の
よ
さ
も
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
克
雪
地
域
つ
く
り
モ
デ
ル
計

地
域
が
手
を
つ
な
い
で

　
　
　
　
克
雪
を

　　鉢
尾身一郎さん

　
去
年
は
も
ち
ろ
ん
普
通
の
年
で
も

山
間
地
か
ら
通
勤
し
て
い
る
私
達
に

と
っ
て
、
冬
場
は
大
変
な
努
力
と
苦

労
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

逃
げ
出
さ
ず
に
青
年
団
活
動
な
ど
、

部
落
に
住
む
者
が
一
丸
と
な
っ
て
が

ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
鉢
青
年
団
で
地
域
の
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
百
六
十
人
に
、

雪
の
ア
ン
ケ
；
ト
を
と
っ
た
ら
、
大

部
分
が
地
域
に
残
り
た
い
と
答
え
て

い
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
地

域
が
連
帯
し
て
雪
を
克
服
し
、
雪
の

利
用
の
面
も
考
え
た
い
も
の
で
す
。

画
を
策
定
す
る
た
め
、
市
内
の
千
二

百
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た

結
果
で
は
、
四
十
暫
近
く
の
人
が
で

き
れ
ば
雪
の
降
ら
な
い
所
に
移
り
た

い
と
匁
・
え
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う

気
持
ち
を
取
り
除
い
て
い
く
た
め
に

も
、
未
来
に
明
る
い
希
望
を
託
し
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
十
日
町
市
民
一

人
一
人
の
、
し
た
た
か
な
心
と
知
恵

と
力
を
傾
け
尽
し
て
雪
に
立
ち
向
か

う
心
意
気
を
う
た
い
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
～
克
雪
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
～
克
雪
都
市
実

現
の
た
め
の
大
き
な
第
一
歩
で
す
．
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雪
処
理
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
制
定

　
克
雪
都
市
宣
言
と
雪
処
理
に
関
す

る
条
例
は
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ

り
、
宣
言
で
基
本
的
な
思
想
を
あ
ら

わ
し
、
条
例
で
具
体
的
な
事
例
に
つ

い
て
定
め
て
あ
り
ま
す
。

　
五
六
豪
雪
の
さ
中
に
も
市
民
ぐ
る

み
で
秩
序
だ
っ
た
雪
処
理
を
す
る
条

例
の
制
定
が
必
要
で
は
な
い
か
と

い
う
声
が
多
く
出
さ
れ
、
ま
た
、
六

月
に
千
二
百
世
帯
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
克
雪
条
例
の

制
定
は
必
要
だ
と
し
、
項
目
で
は
、

「
い
っ
せ
い
雪
下
ろ
し
な
ど
雪
下
ろ

し
の
規
制
」
　
「
流
雪
溝
や
下
水
溝
の

使
用
規
制
」
　
「
市
民
ぐ
る
み
の
除
雪

対
策
委
員
会
の
設
置
」
な
ど
の
条
例

化
が
特
に
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

市
と
市
民
の
仕
事
を
明
確
に

雪
処
理
条
例
は
八
条
か
ら
で
き
て

お
り
、
制
定
の
目
的
を
、
市
と
市
民
が

互
い
に
協
力
し
て
、
市
民
ぐ
る
み
で

効
率
的
な
雪
処
理
を
行
い
、
明
る
く

住
み
よ
い
雪
国
都
市
を
築
く
こ
と
に

お
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
市
は
、
総
合
的
な

除
雪
計
画
を
作
成
し
、
円
滑
な
除
雪

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、

市
民
は
、
そ
の
計
画
推
進
の
た
め
町

内
会
や
地
域
の
自
治
組
織
を
通
じ
て

協
力
し
あ
い
、
自
主
的
な
除
雪
対
策

を
実
施
す
る
よ
う
に
求
め
る
な
ど
、

市
と
市
民
の
責
任
の
分
担
を
明
確
に

し
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
確
保
の
た
め
に

　
冬
期
間
の
道
路
は
生
命
の
道
で
す
。

そ
の
道
路
を
安
全
に
確
保
す
る
た
め

に
、
特
に
三
項
目
の
協
力
を
求
め
て

い
ま
す
。

一
つ
は
、
除
雪
道
路
に
雪
を
み
だ
り

に
捨
て
な
い
こ
と
。
も
し
や
む
を
得

ず
捨
て
た
場
合
で
も
道
路
わ
き
に
積

み
あ
げ
る
な
ど
適
切
な
措
置
を
と
る

こ
と
。
二
つ
め
は
、
車
を
運
転
す
る

楊
合
は
、
水
の
は
ね
上
げ
防
止
な
ど

歩
行
者
の
支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
に

十
分
注
意
す
る
こ
と
。
三
つ
め
が
通

勤
な
ど
の
マ
イ
カ
；
の
自
粛
で
す
。

　
水
の
は
ね
あ
げ
は
、
道
路
交
通
法

で
も
規
制
し
て
あ
り
ま
す
が
、
条
例

に
も
盛
り
こ
ん
だ
の
は
、
日
常
茶
飯

事
に
起
こ
る
た
め
取
り
締
ま
り
の
対

象
に
な
り
に
く
く
歩
行
者
の
泣
き
寝

入
り
の
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
条
例

に
一
項
目
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一

層
の
注
意
を
お
願
い
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
路
上
駐
車
に
つ
い
て
は
、

道
交
法
に
明
確
な
規
定
が
あ
る
た
め

そ
ち
ら
で
よ
り
強
力
に
取
り
締
ま
り

を
行
い
条
例
化
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

克
雪
都
市
へ
の
第
一
歩
は

　
流
雪
溝
網
の
整
備

　加賀糸屋町

根津佐太郎さん

住
宅
密
集
地
に
住
む
私
達
に
と
っ

て
、
屋
根
雪
の
処
理
は
頭
の
痛
い
問

題
で
す
．
道
路
に
は
下
ろ
し
た
く
な

い
の
で
す
が
や
む
を
得
ず
下
ろ
し
て

車
を
使
え
な
く
し
て
い
る
わ
け
で
す
．

　
一
日
も
早
く
、
き
ち
ん
と
し
た
流

雪
溝
網
を
整
備
し
、
ま
ち
中
の
雪
を

一
掃
し
な
い
限
り
、
克
雪
都
市
に
は

な
れ
ま
せ
ん
。

　
私
達
住
民
も
、
よ
り
一
層
の
努
力

と
協
力
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
市

や
国
で
の
抜
本
的
な
対
策
を
強
力
に

進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
上
り
防
止
の
た
め
に

　
今
冬
も
、
床
上
十
一
件
、
床
下
一
、
一

十
八
件
の
浸
水
事
故
が
あ
り
ま
し
た

が
、
河
川
や
流
雪
溝
、
用
水
路
な
ど

に
排
雪
す
る
場
合
は
、
下
流
の
こ
と

も
考
え
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

建
築
物
に
も
配
慮
を

と・おガ詐雪
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流雪溝は下流のことも考えて

　
道
路
除
雪
の
最
大
の
障
害
は
、
道

路
に
落
さ
れ
た
屋
根
雪
の
除
雪
で
す
。

　
住
宅
や
車
庫
、
へ
い
な
ど
を
建
築

す
る
場
合
に
は
、
雪
処
理
空
間
を
確

保
す
る
な
ど
、
道
路
除
雪
の
障
害
に

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
第
三
者
に
対
し
て
も
障
害
に
な

ら
な
い
よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。

地
下
水
の
有
効
利
用

　
昨
年
度
、
通
産
省
が
行
っ
た
地
下

水
調
査
で
は
、
市
街
地
で
は
す
で
に

冬
期
間
日
量
三
万
二
千
立
方
君
も
安

全
揚
水
量
を
超
え
て
取
水
さ
れ
て
い

る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
雪
処
理
に

あ
た
っ
て
は
、
地
下
水
な
ど
の
資
源

は
有
限
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、
常

に
無
駄
を
は
ぶ
き
、
有
効
利
用
に
努

め
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
勧
告
と
禁
止

　
こ
の
条
例
に
は
罰
則
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
．
．
市
民
の
一
人
一
人
が
住
み

よ
い
雪
国
を
作
る
た
め
に
協
力
し
、

手
を
つ
な
い
で
行
こ
う
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
で
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
に

は
勧
告
と
禁
止
を
し
、
協
力
を
求
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
除
雪
道
路
に
、
み
だ
り
に
雪
が
投

げ
出
さ
れ
て
交
通
の
障
害
に
な
っ
て

い
た
り
、
河
川
な
ど
へ
の
排
雪
が
適

当
で
な
く
被
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き

に
は
、
そ
の
当
事
者
に
適
切
な
措
置

を
と
る
よ
う
に
勧
告
し
、
必
要
に
応

じ
て
、
土
木
事
務
所
な
ど
の
関
係
機

関
と
協
議
し
な
が
ら
、
区
域
と
日
時

を
定
め
て
、
道
路
や
河
川
へ
の
排
雪

を
禁
止
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
雪
処
理
に
苦
し

む
市
民
の
知
恵
が
生
み
だ
し
た
も
の

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
チ
ョ
ッ
と
し

た
心
遣
い
で
市
民
の
条
例
を
守
り
、

雪
国
の
冬
を
明
る
く
過
ご
し
た
い
も

の
で
す
。
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1
克
雪
は
ふ
る
さ
と
を

　
　
　
　
　
愛
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
一
の
雪
の
国
十
日
町
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
は
こ
の
上
な
く
美
し
い
雪
の
都
、
だ
が
し

　
　
　
　
　
か
し
雪
と
の
闘
い
の
苫
難
は
ま
た
言
語
に
絶
す

　
　
　
　
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
こ
う
し
た
雪
、
だ
が
先
人
た
ち
は
雪
に
敗
北
し
な
か
っ

　
　
た
ば
か
り
か
、
雪
に
よ
っ
て
す
ば
ら
し
い
き
も
の
を
生
み
、
雪

　
を
祭
り
、
雪
に
祈
っ
て
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
現
状
は
、
な
お
屋
根
雪
処
理
の
一
層
の
合
理
化
に
は
じ
ま
り
、

道
路
交
通
の
確
保
な
ど
、
よ
り
住
み
よ
い
生
活
の
た
め
に
、
雪
に
う
ち
克

つ
、
し
た
た
か
な
心
と
知
恵
と
カ
を
傾
け
尽
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
そ
こ
で
昭
和
五
十
六
年
の
狂
乱
と
も
言
う
べ
き
雪
地
獄
に
対
す
る

　
　
壮
大
な
闘
い
を
記
念
し
て
「
克
雪
は
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
こ
と

　
　
　
か
ら
は
じ
ま
る
一
を
旗
印
に
、
克
雪
都
市
実
現
の
証
明
の

　
　
　
　
た
め
に
た
ち
あ
が
り
、
十
日
町
市
を
い
よ
い
よ
の
「
克

　
　
　
　
　
雪
都
市
」
に
す
る
こ
と
を
誓
い
、
そ
の
主
張
と

　
　
　
　
　
　
万
針
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市

　
九
月
定
例
市
議
会
で
「
克
雪
都
市
へ
の
主
張
と
方
針
の
公
表
」
　
（
克
雪

都
市
宣
言
）
と
「
十
日
町
市
雪
処
理
に
関
す
る
条
例
」
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
克
雪
都
市
宣
言
と
雪
処
理
条
例
は
、
五
六
豪
雪
の
生
々
し
い
体

験
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
市
と
市
民
が
協
力
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
雪
に

う
ち
克
ち
、
克
雪
都
市
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　
克
雪
都
市
宣
言
と
雪
処
理
条
例
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
の
豪
雪
は
、
観
測
史
上
例
を

み
な
い
異
常
さ
で
あ
り
、
今
も
市
内

の
あ
ち
こ
ち
や
人
の
心
の
中
に
さ
え

豪
雪
の
ツ
メ
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
か
ね
が
ね
「
市
と
市
民

が
一
緒
に
な
っ
て
雪
を
克
服
す
る
た

め
の
条
例
」
を
制
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
異
常
豪
雪
の

中
で
市
民
の
一
人
一
人
が
敢
然
と
闘

い
、
こ
れ
を
克
服
し
て
き
た
体
験
も

生
々
し
い
も
の
が
あ
り
、
国
土
庁
が

本
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
全
国
ニ

ヵ
所
で
実
施
し
て
い
る
克
雪
地
域
づ

く
り
モ
デ
ル
計
画
策
定
調
査
都
市
の

指
定
を
受
け
、
雪
克
服
の
た
め
の
総

合
計
画
の
策
定
が
進
む
な
ど
内
外
と

も
に
条
例
制
定
の
機
運
が
盛
り
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
克
雪
都
市
へ
の
主
張
と
方
針
の

公
表
」
　
（
克
雪
都
市
宣
言
）
は
、
一

緒
に
議
決
さ
れ
た
「
十
日
町
市
雪
処

理
に
関
す
る
条
例
」
と
表
裏
一
体
の

関
係
に
あ
り
ま
す
。
条
例
だ
け
で
は

ど
う
し
て
も
一
定
の
形
式
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

表
現
に
も
あ
る
程
度
の
枠
決
め
が
あ

る
た
め
、
宣
言
文
の
中
で
、
十
日
町

市
の
特
性
と
克
雪
の
た
め
の
基
本
的

な
考
え
方
を
、
や
わ
ら
か
く
、
し
か

も
明
確
に
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
願
い
と
連
動
し
て

　
克
雪
都
市
宣
言
に
つ
い
て
は
、
十

目
町
市
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
と
親
し
み
や

す
さ
を
考
慮
し
、
題
名
を
「
克
雪
都

市
へ
の
主
張
と
方
針
の
公
表
」
と
し
、

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
願
い
に

流
れ
る
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
と
い
う

共
通
思
想
を
盛
り
込
み
、
克
雪
へ
向

か
っ
て
市
民
の
連
帯
意
識
の
高
揚
を

願
い
、
厳
し
い
表
現
の
中
に
も
詩
情

を
忍
ば
せ
て
、
長
く
市
民
に
親
し
ま

れ
る
も
の
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
宣
言
は
、
十
日
町
市
民
に
対

し
て
行
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

全
国
に
向
け
て
、
雪
国
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
は
か
る
た
め
美
し
い
雪
国

の
よ
さ
も
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
克
雪
地
域
つ
く
り
モ
デ
ル
計

地
域
が
手
を
つ
な
い
で

　
　
　
　
克
雪
を

　　鉢
尾身一郎さん

　
去
年
は
も
ち
ろ
ん
普
通
の
年
で
も

山
間
地
か
ら
通
勤
し
て
い
る
私
達
に

と
っ
て
、
冬
場
は
大
変
な
努
力
と
苦

労
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

逃
げ
出
さ
ず
に
青
年
団
活
動
な
ど
、

部
落
に
住
む
者
が
一
丸
と
な
っ
て
が

ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
鉢
青
年
団
で
地
域
の
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
百
六
十
人
に
、

雪
の
ア
ン
ケ
；
ト
を
と
っ
た
ら
、
大

部
分
が
地
域
に
残
り
た
い
と
答
え
て

い
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
地

域
が
連
帯
し
て
雪
を
克
服
し
、
雪
の

利
用
の
面
も
考
え
た
い
も
の
で
す
。

画
を
策
定
す
る
た
め
、
市
内
の
千
二

百
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た

結
果
で
は
、
四
十
暫
近
く
の
人
が
で

き
れ
ば
雪
の
降
ら
な
い
所
に
移
り
た

い
と
匁
・
え
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う

気
持
ち
を
取
り
除
い
て
い
く
た
め
に

も
、
未
来
に
明
る
い
希
望
を
託
し
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
十
日
町
市
民
一

人
一
人
の
、
し
た
た
か
な
心
と
知
恵

と
力
を
傾
け
尽
し
て
雪
に
立
ち
向
か

う
心
意
気
を
う
た
い
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
～
克
雪
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
～
克
雪
都
市
実

現
の
た
め
の
大
き
な
第
一
歩
で
す
．
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雪
処
理
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
制
定

　
克
雪
都
市
宣
言
と
雪
処
理
に
関
す

る
条
例
は
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ

り
、
宣
言
で
基
本
的
な
思
想
を
あ
ら

わ
し
、
条
例
で
具
体
的
な
事
例
に
つ

い
て
定
め
て
あ
り
ま
す
。

　
五
六
豪
雪
の
さ
中
に
も
市
民
ぐ
る

み
で
秩
序
だ
っ
た
雪
処
理
を
す
る
条

例
の
制
定
が
必
要
で
は
な
い
か
と

い
う
声
が
多
く
出
さ
れ
、
ま
た
、
六

月
に
千
二
百
世
帯
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
克
雪
条
例
の

制
定
は
必
要
だ
と
し
、
項
目
で
は
、

「
い
っ
せ
い
雪
下
ろ
し
な
ど
雪
下
ろ

し
の
規
制
」
　
「
流
雪
溝
や
下
水
溝
の

使
用
規
制
」
　
「
市
民
ぐ
る
み
の
除
雪

対
策
委
員
会
の
設
置
」
な
ど
の
条
例

化
が
特
に
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

市
と
市
民
の
仕
事
を
明
確
に

雪
処
理
条
例
は
八
条
か
ら
で
き
て

お
り
、
制
定
の
目
的
を
、
市
と
市
民
が

互
い
に
協
力
し
て
、
市
民
ぐ
る
み
で

効
率
的
な
雪
処
理
を
行
い
、
明
る
く

住
み
よ
い
雪
国
都
市
を
築
く
こ
と
に

お
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
市
は
、
総
合
的
な

除
雪
計
画
を
作
成
し
、
円
滑
な
除
雪

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、

市
民
は
、
そ
の
計
画
推
進
の
た
め
町

内
会
や
地
域
の
自
治
組
織
を
通
じ
て

協
力
し
あ
い
、
自
主
的
な
除
雪
対
策

を
実
施
す
る
よ
う
に
求
め
る
な
ど
、

市
と
市
民
の
責
任
の
分
担
を
明
確
に

し
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
確
保
の
た
め
に

　
冬
期
間
の
道
路
は
生
命
の
道
で
す
。

そ
の
道
路
を
安
全
に
確
保
す
る
た
め

に
、
特
に
三
項
目
の
協
力
を
求
め
て

い
ま
す
。

一
つ
は
、
除
雪
道
路
に
雪
を
み
だ
り

に
捨
て
な
い
こ
と
。
も
し
や
む
を
得

ず
捨
て
た
場
合
で
も
道
路
わ
き
に
積

み
あ
げ
る
な
ど
適
切
な
措
置
を
と
る

こ
と
。
二
つ
め
は
、
車
を
運
転
す
る

楊
合
は
、
水
の
は
ね
上
げ
防
止
な
ど

歩
行
者
の
支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
に

十
分
注
意
す
る
こ
と
。
三
つ
め
が
通

勤
な
ど
の
マ
イ
カ
；
の
自
粛
で
す
。

　
水
の
は
ね
あ
げ
は
、
道
路
交
通
法

で
も
規
制
し
て
あ
り
ま
す
が
、
条
例

に
も
盛
り
こ
ん
だ
の
は
、
日
常
茶
飯

事
に
起
こ
る
た
め
取
り
締
ま
り
の
対

象
に
な
り
に
く
く
歩
行
者
の
泣
き
寝

入
り
の
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
条
例

に
一
項
目
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一

層
の
注
意
を
お
願
い
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
路
上
駐
車
に
つ
い
て
は
、

道
交
法
に
明
確
な
規
定
が
あ
る
た
め

そ
ち
ら
で
よ
り
強
力
に
取
り
締
ま
り

を
行
い
条
例
化
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

克
雪
都
市
へ
の
第
一
歩
は

　
流
雪
溝
網
の
整
備

　加賀糸屋町

根津佐太郎さん

住
宅
密
集
地
に
住
む
私
達
に
と
っ

て
、
屋
根
雪
の
処
理
は
頭
の
痛
い
問

題
で
す
．
道
路
に
は
下
ろ
し
た
く
な

い
の
で
す
が
や
む
を
得
ず
下
ろ
し
て

車
を
使
え
な
く
し
て
い
る
わ
け
で
す
．

　
一
日
も
早
く
、
き
ち
ん
と
し
た
流

雪
溝
網
を
整
備
し
、
ま
ち
中
の
雪
を

一
掃
し
な
い
限
り
、
克
雪
都
市
に
は

な
れ
ま
せ
ん
。

　
私
達
住
民
も
、
よ
り
一
層
の
努
力

と
協
力
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
市

や
国
で
の
抜
本
的
な
対
策
を
強
力
に

進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
上
り
防
止
の
た
め
に

　
今
冬
も
、
床
上
十
一
件
、
床
下
一
、
一

十
八
件
の
浸
水
事
故
が
あ
り
ま
し
た

が
、
河
川
や
流
雪
溝
、
用
水
路
な
ど

に
排
雪
す
る
場
合
は
、
下
流
の
こ
と

も
考
え
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

建
築
物
に
も
配
慮
を

と・おガ詐雪
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流雪溝は下流のことも考えて

　
道
路
除
雪
の
最
大
の
障
害
は
、
道

路
に
落
さ
れ
た
屋
根
雪
の
除
雪
で
す
。

　
住
宅
や
車
庫
、
へ
い
な
ど
を
建
築

す
る
場
合
に
は
、
雪
処
理
空
間
を
確

保
す
る
な
ど
、
道
路
除
雪
の
障
害
に

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
第
三
者
に
対
し
て
も
障
害
に
な

ら
な
い
よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。

地
下
水
の
有
効
利
用

　
昨
年
度
、
通
産
省
が
行
っ
た
地
下

水
調
査
で
は
、
市
街
地
で
は
す
で
に

冬
期
間
日
量
三
万
二
千
立
方
君
も
安

全
揚
水
量
を
超
え
て
取
水
さ
れ
て
い

る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
雪
処
理
に

あ
た
っ
て
は
、
地
下
水
な
ど
の
資
源

は
有
限
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、
常

に
無
駄
を
は
ぶ
き
、
有
効
利
用
に
努

め
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
勧
告
と
禁
止

　
こ
の
条
例
に
は
罰
則
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
．
．
市
民
の
一
人
一
人
が
住
み

よ
い
雪
国
を
作
る
た
め
に
協
力
し
、

手
を
つ
な
い
で
行
こ
う
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
で
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
に

は
勧
告
と
禁
止
を
し
、
協
力
を
求
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
除
雪
道
路
に
、
み
だ
り
に
雪
が
投

げ
出
さ
れ
て
交
通
の
障
害
に
な
っ
て

い
た
り
、
河
川
な
ど
へ
の
排
雪
が
適

当
で
な
く
被
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き

に
は
、
そ
の
当
事
者
に
適
切
な
措
置

を
と
る
よ
う
に
勧
告
し
、
必
要
に
応

じ
て
、
土
木
事
務
所
な
ど
の
関
係
機

関
と
協
議
し
な
が
ら
、
区
域
と
日
時

を
定
め
て
、
道
路
や
河
川
へ
の
排
雪

を
禁
止
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
雪
処
理
に
苦
し

む
市
民
の
知
恵
が
生
み
だ
し
た
も
の

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
チ
ョ
ッ
と
し

た
心
遣
い
で
市
民
の
条
例
を
守
り
、

雪
国
の
冬
を
明
る
く
過
ご
し
た
い
も

の
で
す
。
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市
で
は
本
年
度
、
国
土
庁
が
全
国
ニ
ヵ
所
で
行
う
「
克

『
雪
地
讐
く
り
モ
デ
ル
計
画
策
定
調
査
」
の
髪
を
受
け
、

，
で
今
冬
の
豪
雪
を
踏
み
台
に
し
て
、
除
排
雪
や
産
業
の
振
興
、

彩
瀟
間
の
生
活
改
善
釜
雪
の
総
合
計
画
を
策
定
し
て

　
・
ー
し
る
と
こ
ろ
で
す
。

璽
．
．
噛
メ
　
こ
の
調
査
で
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
計
画
つ
く

、
、
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

ヌ
ζ
．
、
・
調
査
」
　
「
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
　
「
冬
の
生
計
費
調

　
　
　
査
」
な
ど
を
行
い
、
冬
期
間
の
生
活
の
現
状
や
克
雪
づ
く

　
　
　
り
へ
の
提
言
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び

　
　
　
そ
の
集
約
が
で
き
ま
し
た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（％）③雪をおろす場所

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

八
十
六
世
帯
（
九
十
八
・
八
％
）
と

高
い
数
字
と
な
り
ま
し
た
。

　　有無

　　割
　　　合
場所

その場所に少しでもおろす
一そお

のろ
場さ
所な
にい
は

1～3
割 4～6 7～9

10割 計

自分の敷地 12．8 25．1 42．5 15．9 96．3 3．4

他人の敷地 35．9 11．7 2．6 0．3 50．5 49．2

道　　路 45．3 9．6 3．0 1．2 ，59．1 40．6

川　　　等

そ　の他
8．5 2．5 0．9 0．2 12．1 87．6

十
二
回
が
十
四
・
六
％
と
上
位
と
な

り
、
降
雪
量
の
ち
が
い
が
回
数
と
な

っ
て
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
雪
お
ろ
し
の
人
手
は
、
②

の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
家

族
で
行
っ
た
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
市
街
地
で
は
程
度
を
と
わ

ず
人
夫
を
頼
ん
だ
人
が
三
十
五
・
四

％
と
著
し
く
増
え
て
い
ま
す
。

　
人
夫
賃
は
、
七
千
円
～
八
千
円
、

八
千
円
～
九
千
円
が
と
も
に
二
十
丁

二
％
と
上
位
に
な
り
ま
し
た
。

す
世
帯
は
十
五
・
九
％
で
あ
り
、
少

し
で
も
他
人
の
敷
地
へ
お
ろ
す
五
十
・

五
％
、
道
路
へ
は
五
十
九
・
一
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ブ
ロ
ッ
ク

別
に
み
る
と
、
道
路
へ
少
し
で
も
お

ろ
す
が
市
街
地
六
十
九
・
九
％
、
市

街
周
辺
五
十
四
％
で
あ
り
、
他
人
の

敷
地
に
お
ろ
す
の
市
街
地
五
十
一
・

六
％
、
市
街
周
辺
六
十
一
・
五
％
と

好
対
照
に
な
り
ま
し
た
。
お
ろ
し
た

雪
の
後
処
理
に
つ
い
て
、
道
路
に
お

ろ
し
た
雪
を
、
流
雪
溝
に
流
し
た
十

九
・
八
％
、
積
み
あ
げ
た
十
七
・
一

％
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
十
六

・
五
％
の
順
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
の
家
屋
構
造
は

昭和56年10月10日

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市
内

行
政
区
域
を
④
市
街
地
域
、
⑧
市
街

周
辺
地
域
、
◎
集
団
農
村
地
域
、
◎

山
間
地
域
の
四
ブ
・
ッ
ク
に
分
類
し

こ
の
中
か
ら
千
二
百
世
帯
を
無
作
為

抽
出
し
ま
し
た
。
調
査
は
、
調
査
票

を
郵
送
し
、
市
職
員
が
回
収
す
る
方

式
を
と
っ
た
た
め
、
回
収
率
は
千
百

雪
お
ろ
し
回
数
は

　
　
　
八
・
七
・
六
回
の
順

今
冬
の
雪
お
ろ
し
回
数
は
①
の
グ

ラ
フ
の
順
番
と
な
っ
て
お
り
、
特
に

山
間
地
で
は
十
一
回
が
十
五
・
五
％
、

　
市
内
の
屋
根
雪
処
理
施
設
の
現
状

で
は
、
自
然
落
下
方
式
が
四
・
四
％

と
一
番
多
い
も
の
の
、
処
理
施
設
が

な
い
家
屋
が
九
十
四
・
四
％
も
占
め

て
お
り
、
人
力
に
た
よ
っ
て
い
る
現

④将来の家屋構造

　
　
　
式

　
　
　
方
％

　
　
　
下
3

　
　
　
落
風

　
　
　
然

　
　
　
自
　
　
　
　
建
％

　
　
　
　
　
　
　
階
3

他
％
　
　
　
　
　
3
ね

の
0そ
鷺
　
　
魯
雪

　
　
　
　
趣
　
融

　
根
％
　
、
　
水
％

　
鳩
號
甑

①雪おろし回数

8回　＼
18．5％

イ＼　16．3％鐘11回7．2％ノ
　
％
回
1
6
鳳

　
　
回
務

　
　
1
0
L

　
　
1

　
％
回
9
9
α
　
1

②雪おろしの人手

n。5％畿
叢寮ど
た
％

ん
っ
7

と
霧
π

ほ
で

紬
鱒
の
4
毫
㌻

全
部
自
分
の
敷
地
に

　
お
ろ
す
…
十
五
・
九
％

例
年
の
雪
お
ろ
し
場
所
は
、
③
表

の
よ
う
に
自
分
の
敷
地
に
全
部
お
ろ

状
が
う
か
が
え
ま
す
．

　
こ
れ
を
受
け
て
、
将
来
ど
の
よ
う

な
家
屋
構
造
に
し
た
い
か
と
の
記
述

式
の
問
い
に
対
し
て
七
百
九
十
二
世

帯
が
答
え
、
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
④

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
番
多
か
っ

た
自
然
落
下
式
と
三
階
建
（
↓
階
を

車
庫
と
し
て
利
用
）
は
、
屋
根
か
ら

雪
を
除
く
方
式
で
あ
り
、
敷
地
面
積

の
余
裕
が
あ
る
世
帯
。
ま
た
一
方
で

は
、
雪
お
ろ
し
後
の
排
雪
を
考
慮
し

て
ヒ
ー
タ
ー
、
地
下
水
な
ど
に
よ
る

屋
根
上
で
の
消
雪
・
耐
雪
に
も
関
心

が
高
い
こ
と
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

車
を
使
わ
な
い
の
は
市
街
地
と
山
間
地

　
今
冬
の
各
世
帯
の
車
の
使
用
状
況

で
は
、
大
体
使
用
し
た
四
十
八
・
八

％
、
あ
ま
り
使
用
し
な
か
っ
た
二
十

二
・
六
％
、
全
く
使
用
し
な
か
っ
た

二
十
八
・
五
％
と
な
り
、
こ
れ
を
ブ

・
ッ
ク
別
に
み
る
と
⑤
表
と
な
り
ま

す
。
山
間
地
で
使
用
し
な
か
っ
た
世

帯
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

原
因
と
し
て
は
除
雪
道
路
ま
で
出
る

の
が
困
難
三
十
六
・
七
％
が
圧
倒

的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
市

街
地
で
は
、
車
庫
か
ら
車
を
出
す
の

が
困
難
三
十
八
・
五
％
、
除
雪
道
路

ま
で
出
る
の
が
困
難
二
十
七
・
二
％

と
な
っ
て
お
り
、
道
路
除
雪
、
消
雪

パ
イ
プ
の
有
無
な
ど
と
深
い
関
連
が

あ
る
と
い
え
ま
す
。

（％）⑤車の使用状況

大体
使用

ほとんど

未使用
未使用

市街地 36．4 26．6 36．8

市　街
周　辺 51．9 23．6 24．5

農　村
地　域

66．6 15．9 17．5

山間地 42．4 25．8 31．8

克服の知恵

窺8㊧
利用の知恵

　
十
日
町
が
発
展
し
て
行
く
た
め
の

施
策
は
、
雪
の
克
服
と
利
用
の
両
面

か
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

記
述
式
に
よ
っ
て
、
考
え
ら
れ
る
知

恵
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

囹
雪
の
克
服

　
　
　
流
雪
溝
を
整
備
し
て
、
信
濃

川
よ
り
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
で
確
保

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
流
雪
溝
の
水

量
を
多
く
す
る
。

　
　
　
ご
み
焼
却
炉
の
熱
を
利
用
し

て
道
路
消
雪
を
行
う
温
水
循
環
方
式

（
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
方
式
）
は
ど
う
か
。

　
　
　
雪
害
地
域
連
合
体
に
よ
っ
て
、

除
雪
経
費
確
保
の
た
め
に
克
雪
宝
く

じ
を
発
行
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
地
下
水
は
有
限
な
資
源
な
の

で
有
効
に
使
う
こ
と
。
そ
し
て
、
河

川
の
上
流
に
ダ
ム
を
つ
く
っ
て
、
豪

雪
時
に
放
流
し
て
消
雪
し
た
ら
。

　
　
　
屋
根
雪
の
融
雪
（
排
雪
）
方

法
を
研
究
し
て
、
費
用
の
か
か
ら
な

い
方
法
を
考
え
る
こ
と
。

　
　
　
地
下
道
・
地
下
駐
車
場
・
地

下
鉄
・
地
下
街
な
ど
の
整
備
。

　
　
　
雪
に
対
す
る
各
自
の
認
識
と

と
も
に
、
日
を
決
め
て
市
民
全
員
で

除
雪
作
業
を
行
っ
た
ら
。

　
以
上
の
よ
う
に
様
々
な
知
恵
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
関
心
が
あ
る
の
は
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「
今
の
所
に
一
生
住
み
た
い
」
は
四
十
三
・
八
％

　
今
住
ん
で
い
る
所
に
住
み
続
け
た

い
か
と
の
問
い
に
対
し
て
の
回
答
は

⑥
表
の
よ
う
に
な
り
、
今
の
所
に
］

生
住
み
た
い
が
四
十
三
・
八
％
に
対

し
て
、
で
き
れ
ば
雪
の
降
ら
な
い
所

へ
移
り
た
い
が
三
十
七
・
四
％
を
占

め
、
こ
れ
に
す
ぐ
に
で
も
雪
の
降
ら

な
い
所
へ
移
り
た
い
四
・
一
％
を
加

え
る
と
四
十
一
・
五
％
と
ほ
ぼ
対
等

な
数
字
を
示
し
て
い
る
．
こ
れ
は
、

今
冬
の
豪
雪
が
す
さ
ま
じ
か
っ
た
こ

と
が
如
実
に
数
字
と
な
っ
て
表
わ
れ

（％）⑥定住希望
今の所び）

一生住み
たい

すく雪び）

降らない
所へ

できれぱ
雪の降ド）

ない所へ

もう少し
便利な市
街周辺へ

もう少し
余裕ある
郊外へ

市街地 37．5 4．9 41．0 3．0 12．5

市　街
周　辺

37．1 4．4 39．3 8．9 9．6

農　村
地　域 54．8

2．6 32．7 5．5 3．9

山間地 47．5 3．9 33．0 14．6 1．0

全　体 43．8 4．1 37・4 5．5 8．4

た
と
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
ブ
・
ッ
ク
別
で
は
、
農
村
地
域
で

一
生
住
み
続
け
た
い
が
　
番
多
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
市
街
地
で
は
移
り

た
い
が
多
数
な
の
が
特
徴
的
で
す
．

　
そ
し
て
、
日
常
生
活
で
不
便
に
感

じ
た
こ
と
と
し
て
は
、
や
は
り
屋
根

の
雪
お
ろ
し
が
七
十
四
・
八
％
と
多

く
、
つ
づ
い
て
家
の
ま
わ
り
の
雪
処

理
が
六
十
↓
・
六
％
、
自
宅
周
辺
の

道
路
除
排
雪
が
五
十
九
・
一
％
と
続

い
て
い
ま
す
．
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
特
徴

的
な
数
字
が
で
た
の
は
、
山
間
地
に

お
け
る
通
院
等
医
療
関
係
の
不
便
さ

で
、
三
十
五
・
九
％
を
示
し
ま
し
た
。

地
域
に
よ
っ
て

　
必
要
な
こ
と
に
差
が

　
克
雪
地
域
つ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
地
域
で
必
要
な
こ
と
と
し
て
は
、

⑦
表
の
よ
う
に
、
流
雪
溝
網
の
整
備
、

消
雪
パ
イ
プ
布
設
道
路
の
整
備
、
道

路
改
良
等
整
備
が
き
わ
だ
っ
て
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
必

要
な
こ
と
と
し
て
は
、
市
街
地
で
は

流
雪
溝
（
七
十
一
・
六
％
）
消
雪
パ

イ
プ
（
四
十
九
・
八
％
）
、
市
街
周

辺
で
は
消
雪
パ
イ
プ
（
六
十
三
・
七

％
）
、
流
雪
溝
（
五
十
四
・
｝
％
）
、

農
村
地
域
で
は
道
路
改
良
（
六
十
丁

三
％
）
、
消
雪
パ
イ
プ
（
五
十
九
・
二

％
）
、
山
間
地
で
は
道
路
改
良
（
八

十
四
・
五
％
）
、
な
だ
れ
防
止
柵
等
防

雪
施
設
の
整
備
（
六
十
八
・
九
％
）
、

除
圧
雪
機
械
の
整
備
（
五
十
　
・
五

％
）
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ

て
必
要
な
施
設
に
く
い
ち
が
い
が
み

ら
れ
、
現
況
が
う
か
が
え
ま
す
。

く⑦克雪

事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（件）⑨駐車場の確保状況

来客用 従業員用
来客・従業

員兼用

確保　で　き　た 6 4 6
だいたい
　　確保できた 19 14 19
あまり確保
　できなかった 10 14 14
ほとんど確保

　できなかった 11 13 10

確保できなかつた 10 11 17

な
だ
れ
防
止
柵
1
3
％

共
同
駐
車
場
17
・
4
％

と
栩
礁
　
　
克
雪
住
箸
7
％

辮
　
地
下
ケ
L
フ
ル
化

㌧
合

18

・
6
％

明
倒
　
　
　
除
圧
雪
機
械
　
　
1
9
・
5
％

歩
道
除
雪
3
3
i
％

くづ雪
　
　
　
　
　
　
　
－

克
　
　
　
道
路
改
良
等
　
　
5
．
0
％

⑦

消
パ
イ
布
設
道
路
51
・
6
％

流
雪
溝
網
整
備
　
　
55
・
3
％

％
　
　
　
　
　
『
　
　
『

　
刃
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
P
　
　
　
O

50

40

30

20

1

　
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市

内
の
事
業
所
を
業
種
別
に
分
類
し
て

百
五
十
を
無
作
為
抽
出
し
、
郵
送
に

よ
っ
て
調
査
を
行
い
、
回
収
数
は
百

三
事
業
所
（
回
収
率
六
十
八
・
七
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
今
冬
の
雪
に
よ
る
休
業
の

状
況
で
は
、
⑧
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

休
業
し
な
か
っ
た
事
業
所
が
三
分
の

二
を
占
め
た
も
の
の
、
逆
に
六
日
以

上
休
業
が
十
・
二
％
あ
り
ま
し
た
．

　
そ
し
て
、
従
業
員
の
出
勤
状
況
を

⑧雪のため休業した日数

0β

67。3％

鎮
、。副

夏
期
と
比
較
す
る
と
、
多
少
悪
く
な

っ
た
が
四
十
九
％
、
悪
か
っ
た
が
三

十
二
・
三
％
と
な
り
、
交
通
状
況
の

悪
化
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
み
ら

れ
ま
す
．
こ
の
対
策
と
し
て
雪
お
ろ

し
等
の
特
別
休
暇
（
三
十
九
件
）
勤

務
時
間
の
短
縮
・
変
更
（
三
十
件
）

宿
舎
の
確
保
（
十
五
件
）
な
ど
を
講

じ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
駐
車
場
の
確
保
状
況
は

⑨
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
を
含

め
た
百
三
事
業
所
の
平
均
除
雪
費
は

百
三
十
五
万
円
、
平
均
暖
房
費
は
四

十
七
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
事
業
所
活
動
の
支
障
が
あ

る
こ
と
と
し
て
除
雪
費
の
増
加
（
七

十
八
・
六
％
）
施
設
維
持
管
理
費
増

（
五
十
四
・
四
％
）
売
上
低
下
（
五

十
・
五
％
）
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

流
霧
簾
の
整
繊
薗
答
巻
⑳
七
＋
灘

愚
、
腰
環
籍
誉
ギ
灘
・

税
金
の
控
険
（
牽
幾
臓
）
な
ど
ど
墾

．
喋
瓢
い
婁
掌
・

感
讐
の
利
擁
「

　
　
　
雪
を
貯
留
す
る
ダ
ム
を
建
設

し
て
、
夏
期
の
水
不
足
や
、
農
業
欝

水
、
防
火
用
水
と
し
て
利
霧
ず
る
。
、

　
　
　
夏
期
ま
で
保
穿
し
て
、
冷
溺

な
ど
に
利
用
す
る
た
め
の
研
究
を
鷺
［

　
　
　
讐
ま
つ
り
の
β
数
を
長
く
し

て
、
十
β
町
が
豪
雪
地
で
あ
る
こ
と

を
全
国
的
に
宣
伝
し
、
舞
と
織
物
に

ょ
っ
て
観
光
客
の
誘
致
を
は
か
る
。
、

　
　
　
雪
の
璽
さ
を
化
蟻
」
的
に
”
鱗
究
、

し
、
産
業
と
し
て
活
醗
す
る
。

　
　
　
健
康
ど
体
力
増
進
の
た
め
カ

ン
ジ
キ
に
よ
る
道
踏
み
、
し
み
わ
た

り
等
々
、
自
然
を
利
用
す
る
こ
と
と
、

広
い
土
地
に
讐
を
集
中
排
霧
し
て
大

．
毒
な
山
を
つ
く
り
、
ミ
ニ
ス
キ
L
穏

と
し
て
利
用
す
る
。

　
雪
の
利
用
の
面
で
は
、
ス
キ
ー
場

の
建
設
（
三
十
八
％
）
が
最
も
多
く

き
も
の
と
雪
を
生
か
し
た
観
光
化
．

ダ
ム
建
設
と
水
利
用
、
［
天
然
冷
蔵
庫

と
し
て
利
用
等
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

（5）

克
雪
％
導
ボ
臓
漏
ー
ク

　
　
　
　
　
募
集
受
付
中

　
市
報
九
月
二
十
五
日
号
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、
「
克
雪
都
市
宣
言
」

の
趣
旨
を
広
く
市
民
に
周
知
し
、
克

雪
に
つ
い
て
市
民
の
連
帯
意
識
の
高

揚
を
は
か
る
た
め
「
克
雪
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

大
き
さ
　
十
仕
．
屑
四
方
の
枠
内
に
お

さ
ま
る
も
の
。

色
数
　
地
色
を
含
め
て
三
色
以
内

締
切
り
　
十
月
三
十
一
日

応
募
先
　
十
日
町
市
役
所
市
民
生
活

課
環
境
係
（
B
七
ー
三
二
一
番
内

線
二
二
六
）

賞
　
入
選
一
点
　
賞
金
二
万
円

　
　
佳
住
二
点
　
賞
金
五
千
円

　
詳
細
は
市
報
九
月
二
十
五
日
号
を

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

雪とのたたかい
　記録’56／豪雪の十日町

　一12月上旬発刊予定

　昭和20年以来最高となった今冬

の異常豪雪に対して、市民総ぐる

みで闘った記録を残すため・市で

編集委員を委嘱し、市民の皆さん

から体験・提言及び写真などにつ

いてご協力をいただいたr雪との

たたかい、記録’56／豪雪の十日町」

の編集作業が進んでいます。

　発行予定時期は12月上旬で、価

格は1冊2，500円の予定です。10

月25日号の市報とともに各町内に

購入予約の用紙を配付しますので、

ぜひともお買い求めください。

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　
一
般
県
道
六
日
町
十
日
町
停
車
場

線
の
田
川
町
地
内
で
、
横
断
溝
渠
入

替
え
の
た
め
車
両
交
通
止
め
に
な
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
期
間
　
十
月
十
二
日
㈲
～
十
一
月

十
二
日
困
ま
で
（
終
日
）

●
迂
回
路
　
普
通
車
以
下
は
市
道
田

川
町
三
号
線
。
大
型
車
は
な
し
．

遡3騒
新
座
へ

＼

江道

　　田川町　　　　　　　標識

通行止カ所

簾銚…日噛』
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∫二凶

詩●

ヨ
溝
を

　
　
　
　
市
で
は
本
年
度
、
国
土
庁
が
全
国
ニ
ヵ
所
で
行
う
「
克

『
雪
地
讐
く
り
モ
デ
ル
計
画
策
定
調
査
」
の
髪
を
受
け
、

，
で
今
冬
の
豪
雪
を
踏
み
台
に
し
て
、
除
排
雪
や
産
業
の
振
興
、

彩
瀟
間
の
生
活
改
善
釜
雪
の
総
合
計
画
を
策
定
し
て

　
・
ー
し
る
と
こ
ろ
で
す
。

璽
．
．
噛
メ
　
こ
の
調
査
で
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
計
画
つ
く

、
、
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

ヌ
ζ
．
、
・
調
査
」
　
「
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
　
「
冬
の
生
計
費
調

　
　
　
査
」
な
ど
を
行
い
、
冬
期
間
の
生
活
の
現
状
や
克
雪
づ
く

　
　
　
り
へ
の
提
言
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び

　
　
　
そ
の
集
約
が
で
き
ま
し
た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（％）③雪をおろす場所

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

八
十
六
世
帯
（
九
十
八
・
八
％
）
と

高
い
数
字
と
な
り
ま
し
た
。

　　有無

　　割
　　　合
場所

その場所に少しでもおろす
一そお

のろ
場さ
所な
にい
は

1～3
割 4～6 7～9

10割 計

自分の敷地 12．8 25．1 42．5 15．9 96．3 3．4

他人の敷地 35．9 11．7 2．6 0．3 50．5 49．2

道　　路 45．3 9．6 3．0 1．2 ，59．1 40．6

川　　　等

そ　の他
8．5 2．5 0．9 0．2 12．1 87．6

十
二
回
が
十
四
・
六
％
と
上
位
と
な

り
、
降
雪
量
の
ち
が
い
が
回
数
と
な

っ
て
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
雪
お
ろ
し
の
人
手
は
、
②

の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
家

族
で
行
っ
た
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
市
街
地
で
は
程
度
を
と
わ

ず
人
夫
を
頼
ん
だ
人
が
三
十
五
・
四

％
と
著
し
く
増
え
て
い
ま
す
。

　
人
夫
賃
は
、
七
千
円
～
八
千
円
、

八
千
円
～
九
千
円
が
と
も
に
二
十
丁

二
％
と
上
位
に
な
り
ま
し
た
。

す
世
帯
は
十
五
・
九
％
で
あ
り
、
少

し
で
も
他
人
の
敷
地
へ
お
ろ
す
五
十
・

五
％
、
道
路
へ
は
五
十
九
・
一
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ブ
ロ
ッ
ク

別
に
み
る
と
、
道
路
へ
少
し
で
も
お

ろ
す
が
市
街
地
六
十
九
・
九
％
、
市

街
周
辺
五
十
四
％
で
あ
り
、
他
人
の

敷
地
に
お
ろ
す
の
市
街
地
五
十
一
・

六
％
、
市
街
周
辺
六
十
一
・
五
％
と

好
対
照
に
な
り
ま
し
た
。
お
ろ
し
た

雪
の
後
処
理
に
つ
い
て
、
道
路
に
お

ろ
し
た
雪
を
、
流
雪
溝
に
流
し
た
十

九
・
八
％
、
積
み
あ
げ
た
十
七
・
一

％
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
十
六

・
五
％
の
順
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
の
家
屋
構
造
は

昭和56年10月10日

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市
内

行
政
区
域
を
④
市
街
地
域
、
⑧
市
街

周
辺
地
域
、
◎
集
団
農
村
地
域
、
◎

山
間
地
域
の
四
ブ
・
ッ
ク
に
分
類
し

こ
の
中
か
ら
千
二
百
世
帯
を
無
作
為

抽
出
し
ま
し
た
。
調
査
は
、
調
査
票

を
郵
送
し
、
市
職
員
が
回
収
す
る
方

式
を
と
っ
た
た
め
、
回
収
率
は
千
百

雪
お
ろ
し
回
数
は

　
　
　
八
・
七
・
六
回
の
順

今
冬
の
雪
お
ろ
し
回
数
は
①
の
グ

ラ
フ
の
順
番
と
な
っ
て
お
り
、
特
に

山
間
地
で
は
十
一
回
が
十
五
・
五
％
、

　
市
内
の
屋
根
雪
処
理
施
設
の
現
状

で
は
、
自
然
落
下
方
式
が
四
・
四
％

と
一
番
多
い
も
の
の
、
処
理
施
設
が

な
い
家
屋
が
九
十
四
・
四
％
も
占
め

て
お
り
、
人
力
に
た
よ
っ
て
い
る
現

④将来の家屋構造

　
　
　
式

　
　
　
方
％

　
　
　
下
3

　
　
　
落
風

　
　
　
然

　
　
　
自
　
　
　
　
建
％

　
　
　
　
　
　
　
階
3

他
％
　
　
　
　
　
3
ね

の
0そ
鷺
　
　
魯
雪

　
　
　
　
趣
　
融

　
根
％
　
、
　
水
％

　
鳩
號
甑

①雪おろし回数

8回　＼
18．5％

イ＼　16．3％鐘11回7．2％ノ
　
％
回
1
6
鳳

　
　
回
務

　
　
1
0
L

　
　
1

　
％
回
9
9
α
　
1

②雪おろしの人手

n。5％畿
叢寮ど
た
％

ん
っ
7

と
霧
π

ほ
で

紬
鱒
の
4
毫
㌻

全
部
自
分
の
敷
地
に

　
お
ろ
す
…
十
五
・
九
％

例
年
の
雪
お
ろ
し
場
所
は
、
③
表

の
よ
う
に
自
分
の
敷
地
に
全
部
お
ろ

状
が
う
か
が
え
ま
す
．

　
こ
れ
を
受
け
て
、
将
来
ど
の
よ
う

な
家
屋
構
造
に
し
た
い
か
と
の
記
述

式
の
問
い
に
対
し
て
七
百
九
十
二
世

帯
が
答
え
、
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
④

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
番
多
か
っ

た
自
然
落
下
式
と
三
階
建
（
↓
階
を

車
庫
と
し
て
利
用
）
は
、
屋
根
か
ら

雪
を
除
く
方
式
で
あ
り
、
敷
地
面
積

の
余
裕
が
あ
る
世
帯
。
ま
た
一
方
で

は
、
雪
お
ろ
し
後
の
排
雪
を
考
慮
し

て
ヒ
ー
タ
ー
、
地
下
水
な
ど
に
よ
る

屋
根
上
で
の
消
雪
・
耐
雪
に
も
関
心

が
高
い
こ
と
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

車
を
使
わ
な
い
の
は
市
街
地
と
山
間
地

　
今
冬
の
各
世
帯
の
車
の
使
用
状
況

で
は
、
大
体
使
用
し
た
四
十
八
・
八

％
、
あ
ま
り
使
用
し
な
か
っ
た
二
十

二
・
六
％
、
全
く
使
用
し
な
か
っ
た

二
十
八
・
五
％
と
な
り
、
こ
れ
を
ブ

・
ッ
ク
別
に
み
る
と
⑤
表
と
な
り
ま

す
。
山
間
地
で
使
用
し
な
か
っ
た
世

帯
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

原
因
と
し
て
は
除
雪
道
路
ま
で
出
る

の
が
困
難
三
十
六
・
七
％
が
圧
倒

的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
市

街
地
で
は
、
車
庫
か
ら
車
を
出
す
の

が
困
難
三
十
八
・
五
％
、
除
雪
道
路

ま
で
出
る
の
が
困
難
二
十
七
・
二
％

と
な
っ
て
お
り
、
道
路
除
雪
、
消
雪

パ
イ
プ
の
有
無
な
ど
と
深
い
関
連
が

あ
る
と
い
え
ま
す
。

（％）⑤車の使用状況

大体
使用

ほとんど

未使用
未使用

市街地 36．4 26．6 36．8

市　街
周　辺 51．9 23．6 24．5

農　村
地　域

66．6 15．9 17．5

山間地 42．4 25．8 31．8

克服の知恵

窺8㊧
利用の知恵

　
十
日
町
が
発
展
し
て
行
く
た
め
の

施
策
は
、
雪
の
克
服
と
利
用
の
両
面

か
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

記
述
式
に
よ
っ
て
、
考
え
ら
れ
る
知

恵
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

囹
雪
の
克
服

　
　
　
流
雪
溝
を
整
備
し
て
、
信
濃

川
よ
り
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
で
確
保

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
流
雪
溝
の
水

量
を
多
く
す
る
。

　
　
　
ご
み
焼
却
炉
の
熱
を
利
用
し

て
道
路
消
雪
を
行
う
温
水
循
環
方
式

（
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
方
式
）
は
ど
う
か
。

　
　
　
雪
害
地
域
連
合
体
に
よ
っ
て
、

除
雪
経
費
確
保
の
た
め
に
克
雪
宝
く

じ
を
発
行
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
地
下
水
は
有
限
な
資
源
な
の

で
有
効
に
使
う
こ
と
。
そ
し
て
、
河

川
の
上
流
に
ダ
ム
を
つ
く
っ
て
、
豪

雪
時
に
放
流
し
て
消
雪
し
た
ら
。

　
　
　
屋
根
雪
の
融
雪
（
排
雪
）
方

法
を
研
究
し
て
、
費
用
の
か
か
ら
な

い
方
法
を
考
え
る
こ
と
。

　
　
　
地
下
道
・
地
下
駐
車
場
・
地

下
鉄
・
地
下
街
な
ど
の
整
備
。

　
　
　
雪
に
対
す
る
各
自
の
認
識
と

と
も
に
、
日
を
決
め
て
市
民
全
員
で

除
雪
作
業
を
行
っ
た
ら
。

　
以
上
の
よ
う
に
様
々
な
知
恵
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
関
心
が
あ
る
の
は

昭和56年10月10日とおガ詐3

「
今
の
所
に
一
生
住
み
た
い
」
は
四
十
三
・
八
％

　
今
住
ん
で
い
る
所
に
住
み
続
け
た

い
か
と
の
問
い
に
対
し
て
の
回
答
は

⑥
表
の
よ
う
に
な
り
、
今
の
所
に
］

生
住
み
た
い
が
四
十
三
・
八
％
に
対

し
て
、
で
き
れ
ば
雪
の
降
ら
な
い
所

へ
移
り
た
い
が
三
十
七
・
四
％
を
占

め
、
こ
れ
に
す
ぐ
に
で
も
雪
の
降
ら

な
い
所
へ
移
り
た
い
四
・
一
％
を
加

え
る
と
四
十
一
・
五
％
と
ほ
ぼ
対
等

な
数
字
を
示
し
て
い
る
．
こ
れ
は
、

今
冬
の
豪
雪
が
す
さ
ま
じ
か
っ
た
こ

と
が
如
実
に
数
字
と
な
っ
て
表
わ
れ

（％）⑥定住希望
今の所び）

一生住み
たい

すく雪び）

降らない
所へ

できれぱ
雪の降ド）

ない所へ

もう少し
便利な市
街周辺へ

もう少し
余裕ある
郊外へ

市街地 37．5 4．9 41．0 3．0 12．5

市　街
周　辺

37．1 4．4 39．3 8．9 9．6

農　村
地　域 54．8

2．6 32．7 5．5 3．9

山間地 47．5 3．9 33．0 14．6 1．0

全　体 43．8 4．1 37・4 5．5 8．4

た
と
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
ブ
・
ッ
ク
別
で
は
、
農
村
地
域
で

一
生
住
み
続
け
た
い
が
　
番
多
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
市
街
地
で
は
移
り

た
い
が
多
数
な
の
が
特
徴
的
で
す
．

　
そ
し
て
、
日
常
生
活
で
不
便
に
感

じ
た
こ
と
と
し
て
は
、
や
は
り
屋
根

の
雪
お
ろ
し
が
七
十
四
・
八
％
と
多

く
、
つ
づ
い
て
家
の
ま
わ
り
の
雪
処

理
が
六
十
↓
・
六
％
、
自
宅
周
辺
の

道
路
除
排
雪
が
五
十
九
・
一
％
と
続

い
て
い
ま
す
．
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
特
徴

的
な
数
字
が
で
た
の
は
、
山
間
地
に

お
け
る
通
院
等
医
療
関
係
の
不
便
さ

で
、
三
十
五
・
九
％
を
示
し
ま
し
た
。

地
域
に
よ
っ
て

　
必
要
な
こ
と
に
差
が

　
克
雪
地
域
つ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
地
域
で
必
要
な
こ
と
と
し
て
は
、

⑦
表
の
よ
う
に
、
流
雪
溝
網
の
整
備
、

消
雪
パ
イ
プ
布
設
道
路
の
整
備
、
道

路
改
良
等
整
備
が
き
わ
だ
っ
て
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
必

要
な
こ
と
と
し
て
は
、
市
街
地
で
は

流
雪
溝
（
七
十
一
・
六
％
）
消
雪
パ

イ
プ
（
四
十
九
・
八
％
）
、
市
街
周

辺
で
は
消
雪
パ
イ
プ
（
六
十
三
・
七

％
）
、
流
雪
溝
（
五
十
四
・
｝
％
）
、

農
村
地
域
で
は
道
路
改
良
（
六
十
丁

三
％
）
、
消
雪
パ
イ
プ
（
五
十
九
・
二

％
）
、
山
間
地
で
は
道
路
改
良
（
八

十
四
・
五
％
）
、
な
だ
れ
防
止
柵
等
防

雪
施
設
の
整
備
（
六
十
八
・
九
％
）
、

除
圧
雪
機
械
の
整
備
（
五
十
　
・
五

％
）
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ

て
必
要
な
施
設
に
く
い
ち
が
い
が
み

ら
れ
、
現
況
が
う
か
が
え
ま
す
。

く⑦克雪

事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（件）⑨駐車場の確保状況

来客用 従業員用
来客・従業

員兼用

確保　で　き　た 6 4 6
だいたい
　　確保できた 19 14 19
あまり確保
　できなかった 10 14 14
ほとんど確保

　できなかった 11 13 10

確保できなかつた 10 11 17

な
だ
れ
防
止
柵
1
3
％

共
同
駐
車
場
17
・
4
％

と
栩
礁
　
　
克
雪
住
箸
7
％

辮
　
地
下
ケ
L
フ
ル
化

㌧
合

18

・
6
％

明
倒
　
　
　
除
圧
雪
機
械
　
　
1
9
・
5
％

歩
道
除
雪
3
3
i
％

くづ雪
　
　
　
　
　
　
　
－

克
　
　
　
道
路
改
良
等
　
　
5
．
0
％

⑦

消
パ
イ
布
設
道
路
51
・
6
％

流
雪
溝
網
整
備
　
　
55
・
3
％

％
　
　
　
　
　
『
　
　
『

　
刃
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
P
　
　
　
O

50

40

30

20

1

　
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市

内
の
事
業
所
を
業
種
別
に
分
類
し
て

百
五
十
を
無
作
為
抽
出
し
、
郵
送
に

よ
っ
て
調
査
を
行
い
、
回
収
数
は
百

三
事
業
所
（
回
収
率
六
十
八
・
七
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
今
冬
の
雪
に
よ
る
休
業
の

状
況
で
は
、
⑧
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

休
業
し
な
か
っ
た
事
業
所
が
三
分
の

二
を
占
め
た
も
の
の
、
逆
に
六
日
以

上
休
業
が
十
・
二
％
あ
り
ま
し
た
．

　
そ
し
て
、
従
業
員
の
出
勤
状
況
を

⑧雪のため休業した日数

0β

67。3％

鎮
、。副

夏
期
と
比
較
す
る
と
、
多
少
悪
く
な

っ
た
が
四
十
九
％
、
悪
か
っ
た
が
三

十
二
・
三
％
と
な
り
、
交
通
状
況
の

悪
化
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
み
ら

れ
ま
す
．
こ
の
対
策
と
し
て
雪
お
ろ

し
等
の
特
別
休
暇
（
三
十
九
件
）
勤

務
時
間
の
短
縮
・
変
更
（
三
十
件
）

宿
舎
の
確
保
（
十
五
件
）
な
ど
を
講

じ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
駐
車
場
の
確
保
状
況
は

⑨
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
を
含

め
た
百
三
事
業
所
の
平
均
除
雪
費
は

百
三
十
五
万
円
、
平
均
暖
房
費
は
四

十
七
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
事
業
所
活
動
の
支
障
が
あ

る
こ
と
と
し
て
除
雪
費
の
増
加
（
七

十
八
・
六
％
）
施
設
維
持
管
理
費
増

（
五
十
四
・
四
％
）
売
上
低
下
（
五

十
・
五
％
）
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

流
霧
簾
の
整
繊
薗
答
巻
⑳
七
＋
灘

愚
、
腰
環
籍
誉
ギ
灘
・

税
金
の
控
険
（
牽
幾
臓
）
な
ど
ど
墾

．
喋
瓢
い
婁
掌
・

感
讐
の
利
擁
「

　
　
　
雪
を
貯
留
す
る
ダ
ム
を
建
設

し
て
、
夏
期
の
水
不
足
や
、
農
業
欝

水
、
防
火
用
水
と
し
て
利
霧
ず
る
。
、

　
　
　
夏
期
ま
で
保
穿
し
て
、
冷
溺

な
ど
に
利
用
す
る
た
め
の
研
究
を
鷺
［

　
　
　
讐
ま
つ
り
の
β
数
を
長
く
し

て
、
十
β
町
が
豪
雪
地
で
あ
る
こ
と

を
全
国
的
に
宣
伝
し
、
舞
と
織
物
に

ょ
っ
て
観
光
客
の
誘
致
を
は
か
る
。
、

　
　
　
雪
の
璽
さ
を
化
蟻
」
的
に
”
鱗
究
、

し
、
産
業
と
し
て
活
醗
す
る
。

　
　
　
健
康
ど
体
力
増
進
の
た
め
カ

ン
ジ
キ
に
よ
る
道
踏
み
、
し
み
わ
た

り
等
々
、
自
然
を
利
用
す
る
こ
と
と
、

広
い
土
地
に
讐
を
集
中
排
霧
し
て
大

．
毒
な
山
を
つ
く
り
、
ミ
ニ
ス
キ
L
穏

と
し
て
利
用
す
る
。

　
雪
の
利
用
の
面
で
は
、
ス
キ
ー
場

の
建
設
（
三
十
八
％
）
が
最
も
多
く

き
も
の
と
雪
を
生
か
し
た
観
光
化
．

ダ
ム
建
設
と
水
利
用
、
［
天
然
冷
蔵
庫

と
し
て
利
用
等
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
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克
雪
％
導
ボ
臓
漏
ー
ク

　
　
　
　
　
募
集
受
付
中

　
市
報
九
月
二
十
五
日
号
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、
「
克
雪
都
市
宣
言
」

の
趣
旨
を
広
く
市
民
に
周
知
し
、
克

雪
に
つ
い
て
市
民
の
連
帯
意
識
の
高

揚
を
は
か
る
た
め
「
克
雪
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

大
き
さ
　
十
仕
．
屑
四
方
の
枠
内
に
お

さ
ま
る
も
の
。

色
数
　
地
色
を
含
め
て
三
色
以
内

締
切
り
　
十
月
三
十
一
日

応
募
先
　
十
日
町
市
役
所
市
民
生
活

課
環
境
係
（
B
七
ー
三
二
一
番
内

線
二
二
六
）

賞
　
入
選
一
点
　
賞
金
二
万
円

　
　
佳
住
二
点
　
賞
金
五
千
円

　
詳
細
は
市
報
九
月
二
十
五
日
号
を

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

雪とのたたかい
　記録’56／豪雪の十日町

　一12月上旬発刊予定

　昭和20年以来最高となった今冬

の異常豪雪に対して、市民総ぐる

みで闘った記録を残すため・市で

編集委員を委嘱し、市民の皆さん

から体験・提言及び写真などにつ

いてご協力をいただいたr雪との

たたかい、記録’56／豪雪の十日町」

の編集作業が進んでいます。

　発行予定時期は12月上旬で、価

格は1冊2，500円の予定です。10

月25日号の市報とともに各町内に

購入予約の用紙を配付しますので、

ぜひともお買い求めください。

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　
一
般
県
道
六
日
町
十
日
町
停
車
場

線
の
田
川
町
地
内
で
、
横
断
溝
渠
入

替
え
の
た
め
車
両
交
通
止
め
に
な
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
期
間
　
十
月
十
二
日
㈲
～
十
一
月

十
二
日
困
ま
で
（
終
日
）

●
迂
回
路
　
普
通
車
以
下
は
市
道
田

川
町
三
号
線
。
大
型
車
は
な
し
．

遡3騒
新
座
へ

＼

江道

　　田川町　　　　　　　標識

通行止カ所

簾銚…日噛』
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市
と
市
民
の
か
け
橋
一
』
ー

　
昭
和
三
十
一
年
五
月
に
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
て
か

ら
、
今
月
号
で
ち
ょ
う
ど
三
百
号
に
な
り
ま
す
．
創
刊
の
言
葉
で
当
時
の

山
口
市
長
は
「
市
政
は
市
民
の
総
意
に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

そ
の
為
に
は
、
お
互
い
が
良
き
理
解
の
上
に
立
っ
て
仕
事
を
進
め
て
ゆ
く
こ

と
が
大
切
で
、
こ
こ
に
市
政
だ
よ
り
を
発
刊
す
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
市
民
参
加
の
市
政
の
中
で
、
市
報
．
．
百
号
が
、
真
に
、
市
と
市
民
の
か

け
橋
に
な
っ
て
い
た
か
。
こ
れ
か
ら
の
方
向
は
、
な
ど
を
市
民
を
代
表
し

て
地
元
在
住
σ
新
聞
記
者
の
皆
さ
ん
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◎小池　　啓
　　（新潟日報社十日町支局長

◎清水　　理
　（読売新聞社十日町通信部記者

◎村山　武
　（週報十日町社々長）

◎森本忠彦
　（十日町タイムス社編集長

◎山内正胤
　　（十日町新聞社編集長）

◎渡辺富治
　　（サンケイ新聞社十日町通信部記者

◎諸里市長

◎司会本田総務部長

司
会
　
昭
和
三
十
一
年
五
月
に
市
報

が
発
刊
さ
れ
て
以
来
、
今
月
号
で
三

百
号
に
な
る
。
今
目
は
地
元
在
住
の

記
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
市
民
参
加
の

市
政
と
広
報
・
広
聴
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
お
話
し
合
い
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長
　
市
制
施
行
の
二
年
後
に
第
一

号
が
で
て
以
来
二
十
五
年
に
な
り
、

市
報
の
歴
史
は
そ
の
ま
ま
市
政
の

歴
史
で
も
あ
る
．
行
政
と
市
民
を
結

び
、
知
っ
て
も
ら
い
、
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
て
ま
た
知
る
こ
と
が
で
き
る

広
報
・
広
聴
の
仕
事
は
政
治
の
基
本

と
な
る
も
の
だ
．
そ
の
活
動
が
、
市

民
の
協
力
を
得
て
年
々
充
実
し
発
展

し
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
だ
。

小
池
（
新
潟
日
報
）
広
報
紙
を
参
考

に
し
て
記
事
に
す
る
こ
と
も
あ
る
が

少
い
ス
タ
ッ
フ
で
足
ま
め
に
よ
く
廻

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

渡
辺
（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
）
　
親
し
み

や
す
い
し
、
見
や
す
い
。
お
知
ら
せ

　
　
　
版
も
七
十
一
号
出
て
い
る
し

よ
く
読
ま
れ
て
い
る
の
で
は
。

村
山
（
週
報
十
日
町
）
　
広

報
は
、
今
の
市
政
の
動
き
を

市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
一
つ
な

の
だ
か
ら
、
取
材
費
を
か
け

て
も
良
い
広
報
紙
を
作
っ
た

ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。

山
内
（
十
日
町
新
聞
）
市

報
と
お
知
ら
せ
版
で
月
二
回

広
報
し
て
、
逆
に
、
地
区
広

聴
会
や
市
民
と
語
る
日
で
す

い
あ
げ
、
次
の
施
策
に
反
映

さ
せ
る
と
い
う
広
報
・
広
聴

活
動
シ
ス
テ
ム
の
基
本
が
忠
実
に
実

行
さ
れ
て
い
る
。
市
報
の
ネ
ッ
ク
は

無
料
で
配
ら
れ
て
い
る
た
め
、
よ
ほ

ど
、
親
し
み
や
す
く
、
町
中
の
話
題

を
二
ま
め
に
拾
わ
な
い
と
婦
人
層
や

若
年
層
に
は
読
ん
で
も
ら
え
な
い
。

足
ま
め
に
生
の
声
を

司
会
　
昭
和
五
十
年
に
市
か
ら
の
お

知
ら
せ
を
、
市
報
と
お
知
ら
せ
版
に

ま
と
め
た
の
で
、
市
報
を
見
て
も
ら

わ
な
い
と
市
政
に
参
加
で
き
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

小
池
　
お
知
ら
せ
版
は
メ
リ
ッ
ト
が

村山記者小池記者

清水記者

あ
る
。
実
用
的
で
細
か
な
も
の
は
お

知
ら
せ
版
に
載
せ
て
、
市
報
で
は
テ

ー
マ
別
の
企
画
記
事
が
組
ま
れ
て
い

て
相
補
っ
て
お
り
良
い
方
法
だ
。

市
長
　
市
報
は
、
皆
さ
ん
の
新
聞
と

違
い
、
マ
ス
コ
ミ
人
の
主
張
・
気
骨
．

分
析
等
を
入
れ
て
は
い
け
な
い
分
野

だ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
項
目
の
ら
列

に
な
り
、
新
聞
の
も
っ
て
い
る
楽
し

さ
が
な
い
．
そ
こ
に
市
報
の
や
さ
し

さ
が
あ
り
む
ず
か
し
さ
が
あ
る
。

森
本
（
＋
日
町
タ
イ
ム
ス
）
　
本
来

の
広
報
活
動
は
、
広
聴
会
で
や
っ
て

い
る
よ
う
に
生
の
声
に
直
接
ふ
れ
て

そ
れ
に
直
接
答
え
て
ゆ
く
と
い
う
こ

と
だ
が
、
現
実
問
題
と
し
て
そ
れ
は

で
き
な
い
の
で
広
報
紙
が
で
て
く
る
．

広
報
が
、
そ
の
生
の
声
に
ど
れ
だ
け

近
づ
け
る
か
と
い
う
の
が
課
題
だ
。

十
日
町
の
広
報
の
良
い
所
は
、
市
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
頼
ん
で
市
民
参

加
で
作
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
れ
が

と
も
す
れ
ば
お
役
所
的
で
読
ん
で
も

ら
え
な
い
と
い
う
問
題
を
解
決
し
、

ど
ん
な
企
画
を
た
て
る
か
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
強
い
。

市
外
の
人
に
も
市
報
を

市
長
　
先
回
の
身
障
者
と
の
市
民
と

語
る
日
に
、
市
外
の
身
障
施
設
に
入

所
し
て
い
る
人
に
も
市
報
を
送
っ
て

欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
地
方
の
時
代
は
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
と
か
隣
人
愛
と
か
が

基
本
に
な
る
の
で
、
市
報
で
市
民
に

知
ら
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
市
外
に

出
て
も
十
日
町
を
思
う
人
達
に
も
市

報
を
活
用
し
て
ゆ
く
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

山
内
他
の
市
町
村
に
は
、
日
本
各

地
で
活
躍
し
て
い
る
郷
土
出
身
の
人

に
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

清
水
（
読
売
新
聞
）
　
小
千
谷
市
で

は
、
一
昨
年
か
ら
小
千
谷
駅
に
市
報

を
置
い
て
い
る
。
だ
い
ぶ
反
応
が
あ

っ
た
よ
う
だ
し
、
今
も
続
け
て
い
る
。
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紙
面
へ
の
読
者
参
加
で

市
民
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

司
会
　
今
、
内
部
で
は
、
お
知
ら
せ

版
を
な
く
し
て
、
月
二
回
の
市
報
発

行
に
す
る
か
研
究
し
て
い
る
の
だ
が
。

山
内
　
わ
け
な
く
と
も
、
読
む
方
で

見
出
し
を
見
て
選
択
す
る
。
よ
り
充

実
す
る
に
は
市
報
に
お
知
ら
せ
を
盛

り
込
む
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
．

森
本
　
市
報
だ
け
で
な
く
、
お
知
ら

せ
版
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

市
の
広
報
の
キ
メ
の
細
か
さ
を
感
じ
る
．

　
市
報
は
通
達

　
　
　
　
　
　
で
は
な
い

渡
辺
　
昔
、
都
市
計
画
の
用
途
地
域

の
変
更
を
す
る
と
き
に
、
市
民
が
市

報
を
読
ん
で
い
な
い
で
大
騒
ぎ
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ど
れ
だ
け
市
報

を
、
市
民
が
自
分
の
も
の
と
し
て
読

ん
で
い
る
の
か
。

市
長
　
渡
辺
さ
ん
の
ご
意
見
は
示
唆

諸里市長森本記者

に
富
む
も
の
が
あ
る
．
市
は
市
報
に

戴
せ
た
か
ら
、
あ
ま
ね
く
市
民
に
知

ら
せ
た
と
思
い
、
一
方
市
民
は
、
直

接
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
公

式
に
知
ら
さ
れ
た
と
は
受
け
と
め
て

い
な
い
と
い
う
ズ
レ
が
で
て
く
る
こ

と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

森
本
　
市
報
は
通
達
と
い
う
よ
う
な

形
を
と
っ
て
い
な
い
。
お
知
ら
せ
と

い
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
域
を
出
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
市
は
市
報
に
出
し
た
の
だ
か

ら
、
読
ん
で
い
な
い
市
民
が
悪
い
の

だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

小
池
　
今
の
こ
と
は
大
事
な
問
題
だ
。

市
報
を
八
割
ぐ
ら
い
の
市
民
が
読
ん

で
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
ち
ら

で
伝
え
た
い
こ
と
が
完
全
に
相
手
に

伝
わ
っ
て
い
る
と
は
書
え
な
い
。
基

本
的
に
は
市
報
は
補
足
的
な
面
で
し

か
使
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
情
報
文
化
の

　
　
　
　
レ
ベ
ル
は
高
い

村
山
　
他
市
町
村
と
比
べ
た
ら
、
織

物
産
地
の
情
報
文
化
と
し
て
つ
ち
か

わ
れ
た
も
の
は
抜
き
ん
で
て
い
る
．

小
池
　
地
域
的
に
み
て
．
｝
こ
は
、
マ

ス
コ
ミ
の
利
用
の
仕
方
は
う
ま
い
所

だ
。
反
面
、
取
材
先
で
け
ん
か
し
た

こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
　
ニ
ュ
ー
ス
を

教
え
た
ら
当
然
記
事
に
す
る
も
の
だ

と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
記

事
に
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
こ
ち

ら
で
す
る
も
の
な
の
に
。

市
長
　
マ
ス
コ
ミ
の
利
用
が
う
ま
い

と
か
下
手
だ
と
か
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
十
日
町
の
場
合
に
は
そ
れ
が
ひ

と
つ
の
文
化
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
十
日
町
人
が
、
長
い
間
織
物
産

業
を
基
幹
と
し
て
き
て
、
宣
伝
や
広

報
の
重
要
性
を
認
識
し
、
長
い
歴
史

の
中
で
、
シ
ャ
ー
プ
な
感
覚
を
つ
ち

か
っ
て
き
た
も
の
だ
。

小
池
　
た
し
か
に
場
慣
れ
し
て
い
る
。

　
　
。
『
・
磨
灘
撫
笥
．
髪
、
漣
廼
～
鋸
露
騨

憲
諮
磯
、
．
軽
饗
藤

　
　
礒
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

．
嘉
蟹
・

市
報
へ
の
注
文
は

司
会
　
市
報
へ
の
注
文
な
ど
に
つ
い

て
も
。

森
本
　
市
報
が
分
か
り
や
す
い
文
章

を
使
い
、
目
で
み
て
も
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
お
役
所

で
出
し
て
い
る
文
書
に
は
、
ま
だ
ま

だ
昔
の
お
役
所
的
な
面
が
あ
っ
て
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
全
庁
的
に
対
応
す
べ
き
だ
。

渡
辺
　
　
「
十
日
町
の
人
に
な
り
ま
し

山内記者

た
」
と
い
う
遠
方
か
ら
十
日
町
に
嫁

い
で
き
た
人
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ

が
あ
る
が
、
あ
の
よ
う
な
ま
ち
の
話

題
に
な
る
よ
う
な
記
事
の
発
掘
が
常

に
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

村
山
　
市
報
の
記
事
は
、
あ
ま
り
内

容
を
細
か
に
書
く
必
要
は
な
い
の
で

は
な
い
か
．
苗
場
山
麓
や
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
の
記
事
を
細
か
に
と

り
あ
げ
て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
、

写
真
と
か
グ
ラ
フ
、
イ
ラ
ス
ト
を
多

く
使
っ
て
、
サ
ッ
と
見
て
わ
か
る
よ

う
な
目
で
み
る
広
報
と
い
う
よ
う
な

編
集
を
し
た
ほ
う
が
い
い
。

小
池
　
村
山
さ
ん
の
意
見
に
賛
成
だ

が
、
一
人
の
読
者
と
し
て
市
報
を
見

る
と
も
う
す
こ
し
知
り
た
い
と
い
う

記
事
も
あ
り
、
小
見
出
し
の
つ
け
方

な
ど
の
編
集
の
技
術
に
よ
っ
て
か
な

り
の
面
が
カ
バ
ー
で
き
る
。

清
水
　
新
聞
の
一
面
に
は
、
そ
の
号

で
読
ん
で
も
ら
い
た
い
記
事
の
紹
介

が
あ
る
が
、
市
報
に
は
そ
れ
が
な
い
。

表
紙
に
取
り
入
れ
た
ら
良
い
の
で
は

な
い
か
。
そ
れ
と
、
お
知
ら
せ
版
に

は
、
お
知
ら
せ
記
事
が
独
立
し
て
載

渡辺記者

司会本田部長

っ
て
い
る
が
、
カ
レ
ン
ダ
ー
方
式
に

し
て
場
所
と
時
間
ぐ
ら
い
を
入
れ
て

一
覧
表
に
し
た
ら
ど
う
か
。
版
の
大

き
さ
も
A
四
版
よ
り
も
B
五
版
の
方

が
読
み
や
す
い
よ
う
だ
。

見
せ
る
ぺ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
を
多
く

渡
辺
　
今
年
全
国
一
位
に
な
っ
た
糸

魚
川
の
広
報
を
見
た
が
、
十
日
町
の

も
の
も
そ
ん
色
な
か
っ
た
。
た
だ
、

十
日
町
の
も
の
は
読
ま
せ
る
記
事
が

多
く
て
見
せ
る
記
事
が
す
く
な
か
っ

た
。
も
う
す
こ
し
見
せ
る
ぺ
ー
ジ
を

多
く
し
て
、
も
し
読
ま
せ
る
の
な
ら

「
十
日
町
の
人
に
な
り
ま
し
た
」
の

よ
う
な
、
相
手
と
の
距
離
が
近
づ
く

よ
う
な
親
し
み
や
す
い
も
の
が
い
い
。

森
本
　
そ
れ
と
ぺ
ー
ジ
が
厚
す
ぎ
る

最
後
ま
で
目
を
通
せ
な
い
．
厚
く
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
読
ま
な
く
な
る
。

市
長
　
昔
、
新
聞
記
者
を
し
た
経
験

か
ら
言
う
と
、
市
民
サ
イ
ド
に
立
っ

て
、
記
事
は
短
か
く
見
出
し
は
き
れ

い
に
、
カ
コ
ミ
も
の
を
う
ま
く
ぺ
ー

ジ
に
配
置
し
て
、
編
集
と
レ
イ
ァ
ゥ

ト
に
も
う
ひ
と
工
夫
を
と
い
う
と
こ

ろ
か
。

山
内
　
我
々
の
新
聞
で
も
読
者
参
加

と
い
う
よ
う
な
も
の
を
や
り
た
い
が

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
市
民
を
紙

面
の
中
に
引
っ
ぱ
り
あ
げ
、
行
政
と

市
民
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
ど
れ

だ
け
や
れ
る
か
が
課
題
だ
ろ
う
。

村
山
　
勿
論
市
民
の
紙
面
登
場
も
大

事
だ
が
、
市
報
の
性
格
か
ら
、
行
政

側
の
市
民
に
分
っ
て
も
ら
い
た
い
こ

と
を
第
一
義
と
す
る
姿
勢
が
必
要
だ
。

森
本
　
今
の
市
報
は
タ
ウ
ン
紙
的
だ
。

中
立
的
で
カ
ラ
ー
を
入
れ
な
い
編
集

を
し
て
い
る
。
市
政
に
は
、
担
当
市

長
の
カ
ラ
ー
が
あ
る
は
ず
で
、
そ
の

カ
ラ
ー
を
広
報
紙
は
反
映
す
べ
き
だ
。

中
立
化
し
た
編
集
が
カ
ラ
ー
あ
る
行

政
の
カ
ラ
ー
を
無
く
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

お
知
ら
せ
・
政
策
・

ま
ち
の
話
題
の
順
で

司
会
　
現
在
の
市
報
の
ウ
エ
イ
ト
は
、

第
一
に
お
知
ら
せ
、
二
番
目
に
市
の

政
策
、
三
番
目
に
市
報
の
記
事
が
ま

ち
の
話
題
に
な
る
よ
う
な
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
も
の
、
の
順
に
編
集
し
て
い

る
。小
池
　
テ
ー
マ
別
の
編
集
、
特
集
は

良
い
と
思
う
。
総
じ
て
言
え
る
の
は

固
い
言
葉
で
な
く
や
わ
ら
か
い
言
葉

で
、
抽
象
的
な
言
葉
で
な
く
具
体
的

な
言
葉
に
か
み
く
だ
き
、
そ
の
問
題

の
持
っ
て
い
る
核
心
を
切
っ
て
ゆ
く

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
二
十
五
年
、
三
百
号
を
へ

て
、
市
民
の
市
報
と
し
て
よ
り
よ
い

広
報
紙
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
最
後
に
、
心
よ
く
取
材
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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市
と
市
民
の
か
け
橋
一
』
ー

　
昭
和
三
十
一
年
五
月
に
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
て
か

ら
、
今
月
号
で
ち
ょ
う
ど
三
百
号
に
な
り
ま
す
．
創
刊
の
言
葉
で
当
時
の

山
口
市
長
は
「
市
政
は
市
民
の
総
意
に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

そ
の
為
に
は
、
お
互
い
が
良
き
理
解
の
上
に
立
っ
て
仕
事
を
進
め
て
ゆ
く
こ

と
が
大
切
で
、
こ
こ
に
市
政
だ
よ
り
を
発
刊
す
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
市
民
参
加
の
市
政
の
中
で
、
市
報
．
．
百
号
が
、
真
に
、
市
と
市
民
の
か

け
橋
に
な
っ
て
い
た
か
。
こ
れ
か
ら
の
方
向
は
、
な
ど
を
市
民
を
代
表
し

て
地
元
在
住
σ
新
聞
記
者
の
皆
さ
ん
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◎小池　　啓
　　（新潟日報社十日町支局長

◎清水　　理
　（読売新聞社十日町通信部記者

◎村山　武
　（週報十日町社々長）

◎森本忠彦
　（十日町タイムス社編集長

◎山内正胤
　　（十日町新聞社編集長）

◎渡辺富治
　　（サンケイ新聞社十日町通信部記者

◎諸里市長

◎司会本田総務部長

司
会
　
昭
和
三
十
一
年
五
月
に
市
報

が
発
刊
さ
れ
て
以
来
、
今
月
号
で
三

百
号
に
な
る
。
今
目
は
地
元
在
住
の

記
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
市
民
参
加
の

市
政
と
広
報
・
広
聴
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
お
話
し
合
い
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長
　
市
制
施
行
の
二
年
後
に
第
一

号
が
で
て
以
来
二
十
五
年
に
な
り
、

市
報
の
歴
史
は
そ
の
ま
ま
市
政
の

歴
史
で
も
あ
る
．
行
政
と
市
民
を
結

び
、
知
っ
て
も
ら
い
、
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
て
ま
た
知
る
こ
と
が
で
き
る

広
報
・
広
聴
の
仕
事
は
政
治
の
基
本

と
な
る
も
の
だ
．
そ
の
活
動
が
、
市

民
の
協
力
を
得
て
年
々
充
実
し
発
展

し
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
だ
。

小
池
（
新
潟
日
報
）
広
報
紙
を
参
考

に
し
て
記
事
に
す
る
こ
と
も
あ
る
が

少
い
ス
タ
ッ
フ
で
足
ま
め
に
よ
く
廻

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

渡
辺
（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
）
　
親
し
み

や
す
い
し
、
見
や
す
い
。
お
知
ら
せ

　
　
　
版
も
七
十
一
号
出
て
い
る
し

よ
く
読
ま
れ
て
い
る
の
で
は
。

村
山
（
週
報
十
日
町
）
　
広

報
は
、
今
の
市
政
の
動
き
を

市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
一
つ
な

の
だ
か
ら
、
取
材
費
を
か
け

て
も
良
い
広
報
紙
を
作
っ
た

ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。

山
内
（
十
日
町
新
聞
）
市

報
と
お
知
ら
せ
版
で
月
二
回

広
報
し
て
、
逆
に
、
地
区
広

聴
会
や
市
民
と
語
る
日
で
す

い
あ
げ
、
次
の
施
策
に
反
映

さ
せ
る
と
い
う
広
報
・
広
聴

活
動
シ
ス
テ
ム
の
基
本
が
忠
実
に
実

行
さ
れ
て
い
る
。
市
報
の
ネ
ッ
ク
は

無
料
で
配
ら
れ
て
い
る
た
め
、
よ
ほ

ど
、
親
し
み
や
す
く
、
町
中
の
話
題

を
二
ま
め
に
拾
わ
な
い
と
婦
人
層
や

若
年
層
に
は
読
ん
で
も
ら
え
な
い
。

足
ま
め
に
生
の
声
を

司
会
　
昭
和
五
十
年
に
市
か
ら
の
お

知
ら
せ
を
、
市
報
と
お
知
ら
せ
版
に

ま
と
め
た
の
で
、
市
報
を
見
て
も
ら

わ
な
い
と
市
政
に
参
加
で
き
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

小
池
　
お
知
ら
せ
版
は
メ
リ
ッ
ト
が

村山記者小池記者

清水記者

あ
る
。
実
用
的
で
細
か
な
も
の
は
お

知
ら
せ
版
に
載
せ
て
、
市
報
で
は
テ

ー
マ
別
の
企
画
記
事
が
組
ま
れ
て
い

て
相
補
っ
て
お
り
良
い
方
法
だ
。

市
長
　
市
報
は
、
皆
さ
ん
の
新
聞
と

違
い
、
マ
ス
コ
ミ
人
の
主
張
・
気
骨
．

分
析
等
を
入
れ
て
は
い
け
な
い
分
野

だ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
項
目
の
ら
列

に
な
り
、
新
聞
の
も
っ
て
い
る
楽
し

さ
が
な
い
．
そ
こ
に
市
報
の
や
さ
し

さ
が
あ
り
む
ず
か
し
さ
が
あ
る
。

森
本
（
＋
日
町
タ
イ
ム
ス
）
　
本
来

の
広
報
活
動
は
、
広
聴
会
で
や
っ
て

い
る
よ
う
に
生
の
声
に
直
接
ふ
れ
て

そ
れ
に
直
接
答
え
て
ゆ
く
と
い
う
こ

と
だ
が
、
現
実
問
題
と
し
て
そ
れ
は

で
き
な
い
の
で
広
報
紙
が
で
て
く
る
．

広
報
が
、
そ
の
生
の
声
に
ど
れ
だ
け

近
づ
け
る
か
と
い
う
の
が
課
題
だ
。

十
日
町
の
広
報
の
良
い
所
は
、
市
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
頼
ん
で
市
民
参

加
で
作
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
れ
が

と
も
す
れ
ば
お
役
所
的
で
読
ん
で
も

ら
え
な
い
と
い
う
問
題
を
解
決
し
、

ど
ん
な
企
画
を
た
て
る
か
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
強
い
。

市
外
の
人
に
も
市
報
を

市
長
　
先
回
の
身
障
者
と
の
市
民
と

語
る
日
に
、
市
外
の
身
障
施
設
に
入

所
し
て
い
る
人
に
も
市
報
を
送
っ
て

欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
地
方
の
時
代
は
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
と
か
隣
人
愛
と
か
が

基
本
に
な
る
の
で
、
市
報
で
市
民
に

知
ら
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
市
外
に

出
て
も
十
日
町
を
思
う
人
達
に
も
市

報
を
活
用
し
て
ゆ
く
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

山
内
他
の
市
町
村
に
は
、
日
本
各

地
で
活
躍
し
て
い
る
郷
土
出
身
の
人

に
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

清
水
（
読
売
新
聞
）
　
小
千
谷
市
で

は
、
一
昨
年
か
ら
小
千
谷
駅
に
市
報

を
置
い
て
い
る
。
だ
い
ぶ
反
応
が
あ

っ
た
よ
う
だ
し
、
今
も
続
け
て
い
る
。
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紙
面
へ
の
読
者
参
加
で

市
民
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

司
会
　
今
、
内
部
で
は
、
お
知
ら
せ

版
を
な
く
し
て
、
月
二
回
の
市
報
発

行
に
す
る
か
研
究
し
て
い
る
の
だ
が
。

山
内
　
わ
け
な
く
と
も
、
読
む
方
で

見
出
し
を
見
て
選
択
す
る
。
よ
り
充

実
す
る
に
は
市
報
に
お
知
ら
せ
を
盛

り
込
む
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
．

森
本
　
市
報
だ
け
で
な
く
、
お
知
ら

せ
版
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

市
の
広
報
の
キ
メ
の
細
か
さ
を
感
じ
る
．

　
市
報
は
通
達

　
　
　
　
　
　
で
は
な
い

渡
辺
　
昔
、
都
市
計
画
の
用
途
地
域

の
変
更
を
す
る
と
き
に
、
市
民
が
市

報
を
読
ん
で
い
な
い
で
大
騒
ぎ
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ど
れ
だ
け
市
報

を
、
市
民
が
自
分
の
も
の
と
し
て
読

ん
で
い
る
の
か
。

市
長
　
渡
辺
さ
ん
の
ご
意
見
は
示
唆

諸里市長森本記者

に
富
む
も
の
が
あ
る
．
市
は
市
報
に

戴
せ
た
か
ら
、
あ
ま
ね
く
市
民
に
知

ら
せ
た
と
思
い
、
一
方
市
民
は
、
直

接
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
公

式
に
知
ら
さ
れ
た
と
は
受
け
と
め
て

い
な
い
と
い
う
ズ
レ
が
で
て
く
る
こ

と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

森
本
　
市
報
は
通
達
と
い
う
よ
う
な

形
を
と
っ
て
い
な
い
。
お
知
ら
せ
と

い
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
域
を
出
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
市
は
市
報
に
出
し
た
の
だ
か

ら
、
読
ん
で
い
な
い
市
民
が
悪
い
の

だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

小
池
　
今
の
こ
と
は
大
事
な
問
題
だ
。

市
報
を
八
割
ぐ
ら
い
の
市
民
が
読
ん

で
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
ち
ら

で
伝
え
た
い
こ
と
が
完
全
に
相
手
に

伝
わ
っ
て
い
る
と
は
書
え
な
い
。
基

本
的
に
は
市
報
は
補
足
的
な
面
で
し

か
使
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
情
報
文
化
の

　
　
　
　
レ
ベ
ル
は
高
い

村
山
　
他
市
町
村
と
比
べ
た
ら
、
織

物
産
地
の
情
報
文
化
と
し
て
つ
ち
か

わ
れ
た
も
の
は
抜
き
ん
で
て
い
る
．

小
池
　
地
域
的
に
み
て
．
｝
こ
は
、
マ

ス
コ
ミ
の
利
用
の
仕
方
は
う
ま
い
所

だ
。
反
面
、
取
材
先
で
け
ん
か
し
た

こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
　
ニ
ュ
ー
ス
を

教
え
た
ら
当
然
記
事
に
す
る
も
の
だ

と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
記

事
に
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
こ
ち

ら
で
す
る
も
の
な
の
に
。

市
長
　
マ
ス
コ
ミ
の
利
用
が
う
ま
い

と
か
下
手
だ
と
か
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
十
日
町
の
場
合
に
は
そ
れ
が
ひ

と
つ
の
文
化
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
十
日
町
人
が
、
長
い
間
織
物
産

業
を
基
幹
と
し
て
き
て
、
宣
伝
や
広

報
の
重
要
性
を
認
識
し
、
長
い
歴
史

の
中
で
、
シ
ャ
ー
プ
な
感
覚
を
つ
ち

か
っ
て
き
た
も
の
だ
。

小
池
　
た
し
か
に
場
慣
れ
し
て
い
る
。

　
　
。
『
・
磨
灘
撫
笥
．
髪
、
漣
廼
～
鋸
露
騨

憲
諮
磯
、
．
軽
饗
藤

　
　
礒
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

．
嘉
蟹
・

市
報
へ
の
注
文
は

司
会
　
市
報
へ
の
注
文
な
ど
に
つ
い

て
も
。

森
本
　
市
報
が
分
か
り
や
す
い
文
章

を
使
い
、
目
で
み
て
も
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
お
役
所

で
出
し
て
い
る
文
書
に
は
、
ま
だ
ま

だ
昔
の
お
役
所
的
な
面
が
あ
っ
て
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
全
庁
的
に
対
応
す
べ
き
だ
。

渡
辺
　
　
「
十
日
町
の
人
に
な
り
ま
し

山内記者

た
」
と
い
う
遠
方
か
ら
十
日
町
に
嫁

い
で
き
た
人
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ

が
あ
る
が
、
あ
の
よ
う
な
ま
ち
の
話

題
に
な
る
よ
う
な
記
事
の
発
掘
が
常

に
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

村
山
　
市
報
の
記
事
は
、
あ
ま
り
内

容
を
細
か
に
書
く
必
要
は
な
い
の
で

は
な
い
か
．
苗
場
山
麓
や
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
の
記
事
を
細
か
に
と

り
あ
げ
て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
、

写
真
と
か
グ
ラ
フ
、
イ
ラ
ス
ト
を
多

く
使
っ
て
、
サ
ッ
と
見
て
わ
か
る
よ

う
な
目
で
み
る
広
報
と
い
う
よ
う
な

編
集
を
し
た
ほ
う
が
い
い
。

小
池
　
村
山
さ
ん
の
意
見
に
賛
成
だ

が
、
一
人
の
読
者
と
し
て
市
報
を
見

る
と
も
う
す
こ
し
知
り
た
い
と
い
う

記
事
も
あ
り
、
小
見
出
し
の
つ
け
方

な
ど
の
編
集
の
技
術
に
よ
っ
て
か
な

り
の
面
が
カ
バ
ー
で
き
る
。

清
水
　
新
聞
の
一
面
に
は
、
そ
の
号

で
読
ん
で
も
ら
い
た
い
記
事
の
紹
介

が
あ
る
が
、
市
報
に
は
そ
れ
が
な
い
。

表
紙
に
取
り
入
れ
た
ら
良
い
の
で
は

な
い
か
。
そ
れ
と
、
お
知
ら
せ
版
に

は
、
お
知
ら
せ
記
事
が
独
立
し
て
載

渡辺記者

司会本田部長

っ
て
い
る
が
、
カ
レ
ン
ダ
ー
方
式
に

し
て
場
所
と
時
間
ぐ
ら
い
を
入
れ
て

一
覧
表
に
し
た
ら
ど
う
か
。
版
の
大

き
さ
も
A
四
版
よ
り
も
B
五
版
の
方

が
読
み
や
す
い
よ
う
だ
。

見
せ
る
ぺ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
を
多
く

渡
辺
　
今
年
全
国
一
位
に
な
っ
た
糸

魚
川
の
広
報
を
見
た
が
、
十
日
町
の

も
の
も
そ
ん
色
な
か
っ
た
。
た
だ
、

十
日
町
の
も
の
は
読
ま
せ
る
記
事
が

多
く
て
見
せ
る
記
事
が
す
く
な
か
っ

た
。
も
う
す
こ
し
見
せ
る
ぺ
ー
ジ
を

多
く
し
て
、
も
し
読
ま
せ
る
の
な
ら

「
十
日
町
の
人
に
な
り
ま
し
た
」
の

よ
う
な
、
相
手
と
の
距
離
が
近
づ
く

よ
う
な
親
し
み
や
す
い
も
の
が
い
い
。

森
本
　
そ
れ
と
ぺ
ー
ジ
が
厚
す
ぎ
る

最
後
ま
で
目
を
通
せ
な
い
．
厚
く
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
読
ま
な
く
な
る
。

市
長
　
昔
、
新
聞
記
者
を
し
た
経
験

か
ら
言
う
と
、
市
民
サ
イ
ド
に
立
っ

て
、
記
事
は
短
か
く
見
出
し
は
き
れ

い
に
、
カ
コ
ミ
も
の
を
う
ま
く
ぺ
ー

ジ
に
配
置
し
て
、
編
集
と
レ
イ
ァ
ゥ

ト
に
も
う
ひ
と
工
夫
を
と
い
う
と
こ

ろ
か
。

山
内
　
我
々
の
新
聞
で
も
読
者
参
加

と
い
う
よ
う
な
も
の
を
や
り
た
い
が

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
市
民
を
紙

面
の
中
に
引
っ
ぱ
り
あ
げ
、
行
政
と

市
民
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
ど
れ

だ
け
や
れ
る
か
が
課
題
だ
ろ
う
。

村
山
　
勿
論
市
民
の
紙
面
登
場
も
大

事
だ
が
、
市
報
の
性
格
か
ら
、
行
政

側
の
市
民
に
分
っ
て
も
ら
い
た
い
こ

と
を
第
一
義
と
す
る
姿
勢
が
必
要
だ
。

森
本
　
今
の
市
報
は
タ
ウ
ン
紙
的
だ
。

中
立
的
で
カ
ラ
ー
を
入
れ
な
い
編
集

を
し
て
い
る
。
市
政
に
は
、
担
当
市

長
の
カ
ラ
ー
が
あ
る
は
ず
で
、
そ
の

カ
ラ
ー
を
広
報
紙
は
反
映
す
べ
き
だ
。

中
立
化
し
た
編
集
が
カ
ラ
ー
あ
る
行

政
の
カ
ラ
ー
を
無
く
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

お
知
ら
せ
・
政
策
・

ま
ち
の
話
題
の
順
で

司
会
　
現
在
の
市
報
の
ウ
エ
イ
ト
は
、

第
一
に
お
知
ら
せ
、
二
番
目
に
市
の

政
策
、
三
番
目
に
市
報
の
記
事
が
ま

ち
の
話
題
に
な
る
よ
う
な
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
も
の
、
の
順
に
編
集
し
て
い

る
。小
池
　
テ
ー
マ
別
の
編
集
、
特
集
は

良
い
と
思
う
。
総
じ
て
言
え
る
の
は

固
い
言
葉
で
な
く
や
わ
ら
か
い
言
葉

で
、
抽
象
的
な
言
葉
で
な
く
具
体
的

な
言
葉
に
か
み
く
だ
き
、
そ
の
問
題

の
持
っ
て
い
る
核
心
を
切
っ
て
ゆ
く

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

司
会
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
二
十
五
年
、
三
百
号
を
へ

て
、
市
民
の
市
報
と
し
て
よ
り
よ
い

広
報
紙
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
最
後
に
、
心
よ
く
取
材
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　榊Yウ勲繍躍蔽　輯
織蜘

　
目
の
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
街
を
歩
く
の
は
た
い
へ
ん
危
険
な

こ
と
で
す
。
市
内
に
は
百
八
名
の
視
覚
障
害
者
が
い
ま
す
が
、
介

添
人
と
い
っ
し
ょ
で
な
け
れ
ば
街
を
歩
か
な
い
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
半
盲
の
人
を
含
め
て
仕
事
な
ど
の
た
め
街
を
歩
く
機
会

も
多
く
あ
り
、
街
の
し
く
み
も
障
害
者
の
側
か
ら
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
街
地
は
目
の
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
ど
う
な
の
で
し

ょ
う
か
。
小
島
国
彦
さ
ん
（
田
川
町
三
）
と
と
も
に
、
危
険
カ
所

を
チ
エ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
た
。

〈
イ
ラ
ス
ト
／
広
報
協
力
尋
鈴
木
蘭
〉

出川煎
から

櫓号

歩いたコース田川町～市役所まで
　　　　　　　　　　　　（約2k皿）

哩　＿
→

駅
遁
り

　　　　　颪
　　　　　　　喬　国遵n鳩線
　　　　　　　田
　　　　　　↓慰
　　　　　　　通
昭楠馴　　　1』り

冷
役
解
遜
り

市
略
負

一一う　　　　→ →

④本町通りには、し・くつか盲人のための施設があります．

　セ　　　 ◆

環篭Ψ

⑦市役所正面玄関に何らかの表示を。

①スタート！ノ白い杖で道ぞいに歩く

　　側溝などの目印があると歩きやすい。

剛餌、

1験．甑・　　　、＼　｝琴　　　　　　⊆

②道路工事中．工事監督が指示してくれるか、発信機・歩道

　の確保が必要なのでは……。

壷
晒

遵　“睾
徽
　
　
脚
＼
・

　
丁
辺

↓
｝　
～
ハ

／て／

一
囎
断
拳

⑤

’
④

夢〃3…駄ド：～

1～一’一
i脈農雑講
7
・

　
　
拶
…
魁

　
　
　
醒

鋼
逗
繭

窯
、

、
二

療．灘肇

灘驚瀬霧　騨讐1、驚羅畷讐蝿1閥

③方角をまちがった時、声をかけて手をかしてくれた親切な女性

備
さ
れ
て
お
り
、
盲
人
の
か
た
は
た
い
へ
ん
こ
れ
を
あ
て
に
し
て

い
ま
す
。
盲
人
用
信
号
の
近
く
で
音
楽
を
流
し
た
り
、
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
の
近
く
に
障
害
物
を
置
い
た
り
し
な
い
こ
と
。

　
さ
ら
に
⑥
の
高
低
差
の
所
は
ガ
ー
ド
フ
エ
ン
ス
な
ど
な
ん
ら
か

の
対
策
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
整
備
と
と
も
に
、
目
の
不

自
由
な
人
を
み
た
ら
「
小
さ
な
親
切
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
む
す
び
中
心
街
で
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
盲
人
用
信
号
が
整

／
Z

　
　
　
ノ

、
声
と
手
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　朗読するときは時計を止めて長鐸焔議ん

　長谷川さんは朗読奉仕会（会員10名）の会長。同会では、

盲人のために市報や小説をテープに吹き込み声ゲ）奉仕をし

ています．手描き友禅σ）仕事をなさっており、録音にかか

るのは夜おそくなってから。少しでも良い音をと時計を止

めて朗読するとのこと．「雪と雲の歌」の録音を完了し、・つ

ぎの本に取組んでいます．ボランティアはたいへんだと思

わずに気軽にお手伝いするという気持で例会（公民館で第

1、3水曜）においでくださいと話していました。

⑧今日は梧祉事務所に「声の市報」を返しにきました・

⑤路上駐車は目の不自由な人にとっても非常に危険。

．
、
、
噸

あったり

ると歩き

⑥歩道
　地面
　くい

　点訳講習会を開催～明窓会～
　点訳奉仕グループ明窓会（中村まさを会長会員20名）

では郡市盲人福祉協会とともに、10月4日商工福祉会

館で点訳講習会を開催、45名が参加しました。山本安

光さん（新潟県点字図書館）を講師に招き、点字表の

見方を習ったあと実際に点字器で文字を打ち、点字の

基礎を確かめました。

　明窓会では、点字カレンダーや盲人文芸誌の作成を

行っており、公民館（第1日曜、第3火曜）で例会を行

一・ています。連絡は小杉（台7－3111番内線239）まで．

リ
ウ
マ
チ
友
の
会
秋
の
親
睦
会
に
参
加
を
1
米

　
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
十
日
町
支
部
で
は
。
十
月
十
八
日
（
午
前
十
時
～
午
後
三
時
）

に
四
ツ
宮
荘
で
秋
の
親
睦
会
を
開
き
ま
す
。
冬
に
向
か
っ
て
お
互
い
の
経
験
を
交
換

し
な
が
ら
、
少
し
で
も
す
．
こ
し
や
す
く
す
る
よ
う
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

出
席
は
お
気
軽
に
小
海
清
（
8
二
－
三
二
二
五
番
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
．

新
潟
白
菊
会
に
参
加
を
　
　
　
　
米

　
新
潟
白
菊
会
は
、
天
寿
を
全
う
し
た
後
自
分
の
遺
体
を
医
学
教
育
に
棒
げ
る
こ
と
、

献
体
を
生
前
か
ら
約
束
し
た
人
々
の
集
ま
り
で
す
．
明
日
の
医
・
歯
学
の
発
展
を
に

な
う
医
師
の
育
成
の
た
め
、
新
潟
白
菊
会
の
献
体
運
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
か
た

を
求
め
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
新
潟
白
菊
会
（
8
0
二
五
二
－
二
三
－
六
一
六
一
番
）
へ
．
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小
島
さ
ん
闘
時
間
体
験
記

繍鴇

　榊Yウ勲繍躍蔽　輯
織蜘

　
目
の
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
街
を
歩
く
の
は
た
い
へ
ん
危
険
な

こ
と
で
す
。
市
内
に
は
百
八
名
の
視
覚
障
害
者
が
い
ま
す
が
、
介

添
人
と
い
っ
し
ょ
で
な
け
れ
ば
街
を
歩
か
な
い
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
半
盲
の
人
を
含
め
て
仕
事
な
ど
の
た
め
街
を
歩
く
機
会

も
多
く
あ
り
、
街
の
し
く
み
も
障
害
者
の
側
か
ら
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
街
地
は
目
の
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
ど
う
な
の
で
し

ょ
う
か
。
小
島
国
彦
さ
ん
（
田
川
町
三
）
と
と
も
に
、
危
険
カ
所

を
チ
エ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
た
。

〈
イ
ラ
ス
ト
／
広
報
協
力
尋
鈴
木
蘭
〉

出川煎
から

櫓号

歩いたコース田川町～市役所まで
　　　　　　　　　　　　（約2k皿）

哩　＿
→

駅
遁
り

　　　　　颪
　　　　　　　喬　国遵n鳩線
　　　　　　　田
　　　　　　↓慰
　　　　　　　通
昭楠馴　　　1』り

冷
役
解
遜
り

市
略
負

一一う　　　　→ →

④本町通りには、し・くつか盲人のための施設があります．

　セ　　　 ◆

環篭Ψ

⑦市役所正面玄関に何らかの表示を。

①スタート！ノ白い杖で道ぞいに歩く

　　側溝などの目印があると歩きやすい。

剛餌、

1験．甑・　　　、＼　｝琴　　　　　　⊆

②道路工事中．工事監督が指示してくれるか、発信機・歩道

　の確保が必要なのでは……。

壷
晒

遵　“睾
徽
　
　
脚
＼
・

　
丁
辺

↓
｝　
～
ハ

／て／

一
囎
断
拳

⑤

’
④

夢〃3…駄ド：～

1～一’一
i脈農雑講
7
・

　
　
拶
…
魁

　
　
　
醒

鋼
逗
繭

窯
、

、
二

療．灘肇

灘驚瀬霧　騨讐1、驚羅畷讐蝿1閥

③方角をまちがった時、声をかけて手をかしてくれた親切な女性

備
さ
れ
て
お
り
、
盲
人
の
か
た
は
た
い
へ
ん
こ
れ
を
あ
て
に
し
て

い
ま
す
。
盲
人
用
信
号
の
近
く
で
音
楽
を
流
し
た
り
、
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
の
近
く
に
障
害
物
を
置
い
た
り
し
な
い
こ
と
。

　
さ
ら
に
⑥
の
高
低
差
の
所
は
ガ
ー
ド
フ
エ
ン
ス
な
ど
な
ん
ら
か

の
対
策
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
整
備
と
と
も
に
、
目
の
不

自
由
な
人
を
み
た
ら
「
小
さ
な
親
切
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
む
す
び
中
心
街
で
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
盲
人
用
信
号
が
整

／
Z

　
　
　
ノ

、
声
と
手
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　朗読するときは時計を止めて長鐸焔議ん

　長谷川さんは朗読奉仕会（会員10名）の会長。同会では、

盲人のために市報や小説をテープに吹き込み声ゲ）奉仕をし

ています．手描き友禅σ）仕事をなさっており、録音にかか

るのは夜おそくなってから。少しでも良い音をと時計を止

めて朗読するとのこと．「雪と雲の歌」の録音を完了し、・つ

ぎの本に取組んでいます．ボランティアはたいへんだと思

わずに気軽にお手伝いするという気持で例会（公民館で第

1、3水曜）においでくださいと話していました。

⑧今日は梧祉事務所に「声の市報」を返しにきました・

⑤路上駐車は目の不自由な人にとっても非常に危険。

．
、
、
噸

あったり

ると歩き

⑥歩道
　地面
　くい

　点訳講習会を開催～明窓会～
　点訳奉仕グループ明窓会（中村まさを会長会員20名）

では郡市盲人福祉協会とともに、10月4日商工福祉会

館で点訳講習会を開催、45名が参加しました。山本安

光さん（新潟県点字図書館）を講師に招き、点字表の

見方を習ったあと実際に点字器で文字を打ち、点字の

基礎を確かめました。

　明窓会では、点字カレンダーや盲人文芸誌の作成を

行っており、公民館（第1日曜、第3火曜）で例会を行

一・ています。連絡は小杉（台7－3111番内線239）まで．

リ
ウ
マ
チ
友
の
会
秋
の
親
睦
会
に
参
加
を
1
米

　
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
十
日
町
支
部
で
は
。
十
月
十
八
日
（
午
前
十
時
～
午
後
三
時
）

に
四
ツ
宮
荘
で
秋
の
親
睦
会
を
開
き
ま
す
。
冬
に
向
か
っ
て
お
互
い
の
経
験
を
交
換

し
な
が
ら
、
少
し
で
も
す
．
こ
し
や
す
く
す
る
よ
う
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

出
席
は
お
気
軽
に
小
海
清
（
8
二
－
三
二
二
五
番
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
．

新
潟
白
菊
会
に
参
加
を
　
　
　
　
米

　
新
潟
白
菊
会
は
、
天
寿
を
全
う
し
た
後
自
分
の
遺
体
を
医
学
教
育
に
棒
げ
る
こ
と
、

献
体
を
生
前
か
ら
約
束
し
た
人
々
の
集
ま
り
で
す
．
明
日
の
医
・
歯
学
の
発
展
を
に

な
う
医
師
の
育
成
の
た
め
、
新
潟
白
菊
会
の
献
体
運
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
か
た

を
求
め
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
新
潟
白
菊
会
（
8
0
二
五
二
－
二
三
－
六
一
六
一
番
）
へ
．



　タ食後の団らんのとき。今日あったこと、見たこと、やったことを両
親と話しあう。ちょっと失敗したことにお母さん笑いとまらず。

　月2～3回位晴れた日を選んでひとり買物に行く、車イスは急
な坂があると大変なので、500m離れたスーパーでも、平らな道を

選択してゆくと倍以上の距離がある。

66尭皇鱒な祉倉参加を曙《憾する・・・…
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ぐ
を
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　喫茶店に入るのはこれで2回目。友人の大

谷さん（32歳・水野町）とともに入った店で

いろんな人に話もできる。

左
野
正
開

イ

横
断
舟
道
で
η
広
な
へ

蘇懸驚塞鱗朧鍵蓬
　脳性小児マヒー手足が不自由になり自らのカで歩くことはもちろん

立つことさえできない。そんな健常者とのパンディを、日頃の生活の中

から克服しようと、物事全てについて一生懸命頑張っているのが、市

内田中町西に住む佐野正明さん（31歳）です。

　国際障害者年のテーマ”完全参加と平等、、とうたわれている今日で、

障害者自身がその実践にたゆまない努力をしている事例は多くあるか

も知れませんが、”自分に負けるのが嫌で積極的に外に出る、、という努

力を完全な社会参加という面から佐野さん自身が考え、それを実践し

ている点を、健常者、身体障害者を問わずみんなで考えるということ

が大切なのです。

鑓紹嚢 嚇

　レコード鑑賞、将棋など多くの趣味をもつ佐野さん。なかで

も版画をするのは大好き、潭身のカをこめて大作に桃む・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「お願いします」という言葉が最初は出せなかったといいます。しかし
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r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？

i《諺ウみんなで考えよう国際障害者年シ蔽ズi
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場求王「山　　　
　
下
条
岩
野
地
内
に
建
設

マ
ア
中
の
岩
野
山
球
場
（
仮
称
）

里
が
＋
月
四
日
竣
工
し
ま
し

　
　
　
　
た
。
総
面
積
、
一
万
八
千

岩　　　
　
平
方
督
、
総
工
費
約
三
千

　
　
　
　
万
円
を
投
じ
て
、
バ
ッ
ク

　
　
　
　
五
月
に
着
工
さ
れ
た
十

白
0
日
町
市
西
部
会
館
（
木
造

食
二
階
建
、
四
百
九
十
五
・

　
　
　
八
二
平
方
材
）
が
、
千
代

　
　
　
田
町
内
に
完
成
．

ネ
ッ
ト
、
ダ
ッ
ク
ア
ウ
ト
付
き
の
本

格
的
な
も
の
で
す
。
下
条
地
区
に
は

十
五
チ
ー
ム
、
四
百
人
の
野
球
人
口

が
あ
り
、
地
域
の
体
育
の
拠
点
と
し

て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

貝ノ川

小宮山鉄夫さん

　
地
域
の
若
者
達
が
熱
望
し
て
い
た

球
場
が
で
き
ま
し
た
。
市
内
随
一
の

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
．
野
球
だ
け
で

な
く
、
広
く
地
域
の
人
達
が
集
ま
る

ス
ポ
ー
ツ
の
広
場
と
し
て
活
用
し
た

い
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
高
校
野
球
の

試
合
も
誘
致
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
九
月
二
十
六
日
、
地
域
住
民
・
関

係
者
多
数
が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行

れ
、
今
後
の
地
域
振
興
の
拠
点
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

西本町

田辺要蔵さん

　
こ
の
地
に
は
、
十
日
町
の
市
街
地

で
も
、
新
し
く
住
み
つ
い
た
人
た
ち

が
多
い
と
こ
ろ
で
、
地
域
の
ま
と
ま

り
と
い
う
点
で
問
題
を
抱
え
て
い
た

今
ま
で
で
し
た
が
、
こ
の
り
っ
ぱ
に

完
成
し
た
施
設
を
拠
点
に
し
て
、
よ

り
地
域
発
展
の
た
め
に
、
活
用
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

移
動

轟
条
．
地
区
で

　
十
月
一
日
、
今
年
最
後
の
移
動
市

民
と
語
る
日
は
、
下
条
地
区
で
行
わ

れ
、
七
組
十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
さ
れ
た
問
題
は
、
道
路
関
係
が
ほ

と
ん
ど
で
各
地
の
一
番
の
地
域
課
題

は
、
依
然
と
し
て
道
路
の
よ
う
で
す
。

地
区
内
の
道
路
改
良
を

　
　
岩
野
部
落

　
新
設
さ
れ
た
野
球
場
に
通
ず
る
道

路
の
改
良
舗
装
と
、
旧
道
か
ら
一
一

七
号
線
に
通
ず
る
道
路
の
飯
山
線
と

の
立
体
交
叉
を
。

　
　
　
野
球
地
に
通
ず
る
市
道
は
、

今
年
改
良
し
た
部
分
は
、
来
年
舗
装

し
、
そ
の
先
も
考
え
て
い
ま
す
。
飯

山
線
と
の
立
体
交
又
は
、
旧
善
光
寺

街
道
の
改
良
舗
装
に
あ
わ
せ
て
考
え

ま
す
。
こ
の
道
路
は
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

艇
無

地

下

　
地
下
水
は
大
地
の
一
部

　
地
下
水
は
、
地
下
を
ゆ
る
や
か
に

流
れ
な
が
ら
、
大
地
を
潤
お
し
漕
地

盤
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
ス
プ
リ
ン
グ
の

役
目
を
し
な
が
ら
、
大
地
を
支
え
る

と
い
う
大
変
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま

す
。　
私
達
の
住
む
地
盤
は
、
岩
石
や
土

砂
等
の
固
体
と
、
地
下
水
等
の
液
体

及
び
空
気
等
の
気
体
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
地
下
水
は
、
水
資
源
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
地
殻
を
構
成
す
る
要

素
の
一
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
中

の
水
分
は
、
徴
生
物
を
生
育
し
、
土

壊
を
作
り
、
作
物
を
育
成
し
、
生
態

系
に
影
響
を
及
ぽ
し
て
お
り
、
環
境

を
構
成
し
て
い
る
重
要
な
要
素
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
地
表
の
水
と
地
下
水

　
地
中
を
流
れ
、
私
達
が
直
接
、
員

に
ふ
れ
る
事
の
出
来
な
い
地
下
水
で

す
が
、
地
表
を
流
れ
る
水
と
は
、
切

っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
、
な

か
で
も
、
河
川
の
流
水
と
は
深
い
か

か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
奥
深
い
山
あ
い
に
端
を
発
し
た
、

小
さ
な
せ
せ
ら
ぎ
が
、
海
洋
に
注
ぐ

ま
で
の
畏
い
路
の
り
の
な
か
で
、
あ

る
と
き
は
、
表
流
水
と
し
て
流
れ
な

が
ら
、
地
下
水
を
供
給
、
溜
養
し
、

あ
る
と
き
は
．
地
下
水
の
河
川
へ
の

水

　　　　毒～

ピ
（2）

蝋
、
、
冊
、
繍

藻欝

流
出
に
よ
り
河
川
の

流
れ
を
保
ち
な
が
ら
、

河
川
と
し
て
の
働
き

を
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
流
量
の
壱
は
、

地
下
水
に
よ
っ
て
養

な
わ
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
、
長
い
間
雨
が
降
ら
な
く
て
も
、

河
川
の
水
が
無
く
な
ら
な
い
の
は
、

地
下
水
が
あ
ろ
か
ら
で
す
。
又
地
下

水
位
が
低
下
す
る
と
、
地
表
の
池
や

湖
の
水
位
も
低
下
、
あ
る
い
は
枯
潟

し
、
河
川
が
水
無
し
州
ど
な
る
事
は
‘
、

良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
河
川
の
流
糞
と
、
地
下
水
繍
、
・
撫
』

互
依
存
の
濁
係
に
あ
り
、
『
ど
蕗
毒
が

滅
少
し
て
も
、
私
達
に
与
え
る
影
響
．

は
、
き
わ
め
て
蚕
大
で
あ
り
、
・
河
測

法
の
な
か
で
も
、
河
州
管
理
計
嚢
に

当
っ
て
は
も
麹
下
水
位
の
維
持
を
，

考
慮
す
る
事
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
ナ
。
、

　
地
下
水
の
騰
樵
．

　
今
ま
で
に
記
述
～
た
な
か
か
ら
、
、
、

地
下
水
の
主
な
特
性
を
ひ
ろ
え
ば
、

次
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
，
雲
す
。

　
H
　
循
環
す
る
水
め
な
か
で
、
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゑ
の

の
水
と
比
べ
、
極
端
に
そ
の
速
度
が

遅
い
。
こ
⑳
こ
と
は
、
“
地
下
水
に
与

え
た
影
響
に
対
す
る
答
え
が
か
な
勢

遅
れ
て
出
る
事
を
意
味
し
て
お
参
、

そ
の
対
策
を
遅
れ
さ
せ
る
原
霞
宏
毛
、

シリーズ

　Nα7

翰葎4湾、憾轍鎮わ毒に設鴛され抵地
下ホの口測蔀欝《150噸）

な
．
っ
て
い
ま
甑
。
　
　
，
縄

　
偶
略
広
い
地
域
に
影
響
を
持
っ
て
、

い
る
．
地
下
査
、
地
器
構
灘
調

分
布
に
ょ
っ
て
、
貯
え
蔭
れ
て
お
捗
議

そ
の
務
籏
場
欝
だ
げ
で
の
矯
題
凄
駄

て
諏
拠
購
轟
潅
な
瀞
牲
質
噂
す
。
　
鰹

　
縛
．
心
籔
嚢
鷹
に
ふ
れ
る
こ
と
縫
堀

。
嚢
蝶
雫
姦
饗
繋
葉
・

一
毒
燕
隣
着
饗
分
羅
悶
悪
轟
。
襲
、
』
愚

、
辮
議
饗
讐
ふ
毫
、
蒙

鑓
藻
聖
グ
警
蕊
る
顕

内
懲
簸
繕
灘
（
安
全
撫
水
養
》
で
あ

　
　
　
　
ヒ
て
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

藷
綾
馬
襲
蓄
誘
る

．
麟
纂
び
盤
署
ん
塵
饗
轟
、

評
決
し
て
糠
元
の
心
状
憩
叢
は
も
ど
轟
参

黙
い
の
が
地
下
水
艶
掌
．
・

麹
魎
票
窪
叢
鷺
慧
嚢

薫
鰹
馴
糠
、
弗
頁
水
の
紘
滋
”
、
地
盤
沈

△
驚
・
汚
染
、
魑
＊
購
轟
一
叢
欠
嬢
か

、
ら
鴛
、
鑑
鶴
系
破
灘
鶴
黍
博
及
び
、
概

、
起
金
綴
で
、
杜
会
約
な
撮
題
と
な
ρ

で
い
享
。
地
康
癒
球
2
稼

『
で
鋤
。
紬
箪
水
を
央
薩
庸
大
地
綜
．

F
養
全
燦
大
地
と
億
い
え
ま
煙
ん
。

昭和56年10月10日

川
治
西
部
地
区
地
籍
調
査
の

　
　
　
　
　
　
成
果
閲
覧
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
昨
年
度
国
土
調
査
事
業

に
よ
る
細
部
測
量
を
実
施
し
た
大
字

川
治
（
乙
、
丙
、
丁
を
含
む
）
、
大

字
北
新
田
、
大
字
高
山
の
地
域
に
つ

い
て
つ
ぎ
の
と
お
り
公
告
し
、
そ
の

成
果
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
関
係
所
有
者
の
み
な
さ
ん
は
、
都

合
の
良
い
目
に
閲
覧
く
だ
さ
い
．
閲

覧
の
結
果
、
調
査
及
び
測
量
に
誤
り

や
訂
正
ヵ
所
が
あ
る
場
合
は
、
異
議

申
し
立
て
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
閲
覧
期
間
中
で
な
け
れ
ば

異
議
申
し
立
て
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ぜ
ひ
と
も
閲
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

閲
覧
期
間
　
十
月
五
日
㈲
～
十
月
二

十
九
日
困
（
土
曜
日
午
後
、
日
曜
日
、

祭
日
を
除
き
ま
す
）
　
午
前
八
時
半

～
午
後
五
時
ま
で

閲
覧
場
所
　
十
日
町
市
役
所
財
政
課

持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
、
地
籍
調
査

表　
な
お
、
問
い
合
わ
せ
は
市
・
財
政

課
国
土
調
査
係
（
窓
七
－
三
一
一
一

番
内
線
二
四
〇
）
へ
。

技
能
検
定
・
技
能
五
輪

　
　
地
方
大
会
を
実
施

　
新
潟
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、

県
の
委
任
を
受
け
て
、
昭
和
五
十
六

年
度
後
期
技
能
検
定
と
技
能
五
輪
地

方
大
会
を
行
い
ま
す
。

　
技
能
検
定
は
、
検
定
職
種
ご
と
に

一
級
と
二
級
と
単
一
等
級
に
わ
か
れ

実
技
試
験
と
学
科
試
験
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
実
技
試
験
に
あ
わ
せ
て
、
県

技
能
競
技
大
会
と
技
能
五
輪
地
方
大

会
を
行
い
、
技
能
五
輪
地
方
大
会
の

優
秀
者
は
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会

出
場
の
推
せ
ん
が
受
け
ら
れ
ま
す
．

技
能
検
定
申
込
み
要
項

　
受
検
申
請
受
付
　
十
月
八
日
～
十

月
二
十
七
日
ま
で

　
申
請
申
込
先
　
新
潟
県
職
業
能
力

開
発
協
会
（
新
潟
市
川
岸
町
一
丁
目

四
八
－
八
ま
る
え
ビ
ル
三
階
）
に
申

請
書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
．

　
申
請
書
　
十
日
町
高
等
職
業
訓
練

校
（
本
町
六
r
目
盈
二
－
三
八
〇

三
番
）
に
あ
り
ま
す
．

　
な
お
、
検
定
種
目
・
手
数
料
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
高
等
職

業
訓
練
校
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　市報7月10日号でもお

　　　　　　　　　　　　　　知ρ）せしたとおり、昭和

瀬麟麦葦灘呈灘舞
壷謂勢．．馨レ隔工事が進められています

　　　　　　ゴ野ギ　　　　　が、同センターが、市民

の皆さんに親しみのあるものにするためつぎの要項で愛称

を募集します．

◎応募規定

1．愛称　親しみのある愛称であること。

2．応募要件　①市内及び中魚沼・南魚沼郡の各町村及び

　　松代町、松之山町に住所4）ある人。

　　②1人いくつでも結構ですが、官製はがき1枚に愛称

　　ひとつと、住所、氏名、年齢、電話番号をお書きくだ

　　さい。

3．応募締切り　10月31日（土）

4．応募先　十日町市千歳町3r目3番地十日町市役所内

　　地場産業振興センター事務局

5．審査　地場産業振興センター運営委員

6．賞金　入選　1点3万円

　　　　　佳作　2点5千円（1点につき）

7．発表　市報とおかまち及び地方紙

　
十
日
町
土
木
事
務
所
及
び

市
で
は
、
十
月
十
一
日
か
ら

十
七
日
ま
で
の
違
反
建
築
防

止
週
間
に
ち
な
み
、
つ
ぎ
の

と
お
り
建
築
相
談
所
の
開
設

や
違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
建
築
相
談
所
を
開
設

　
と
き
　
十
月
十
二
日
側
～

十
六
日
囲
（
十
四
日
は
除
く
）

午
前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で

　
と
こ
ろ
　
十
日
町
土
木
事

務
所
（
十
日
町
総
合
庁
舎
内
）

　
建
築
の
こ
と
な
ら
な
ん
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

◎
違
反
建
築
物

　
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

　
と
き
　
十
月
十
四
日
困

とおガ夢お（13）

　
全
国
水
問
題
協
議
会
で
は
、

第
七
回
全
国
水
問
題
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
南
魚
沼
郡
湯
沢
町

で
開
催
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
清
津
川
を
舞
台

に
、
本
川
の
信
濃
川
を
事
例

と
し
て
「
流
域
圏
の
あ
り
方
」

「
国
立
公
園
と
開
発
・
自
然

破
壊
」
「
観
光
と
生
活
再
建
」

な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

期
日
　
十
月
二
十
九
目
困
～

十
月
三
十
目
㈹

会
場
　
湯
沢
町
勤
労
青
少
年

セ
ン
タ
i
（
観
光
会
館
）

参
加
費
　
無
料

申
込
締
切
り
　
十
月
二
十
日

申
込
先
　
市
総
務
課
企
画
広

報
係
（
盈
七
⊥
一
二
二
番
）

愛称を募集

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
を

　
中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
国
の
援

助
で
退
職
金
を
支
給
す
る
「
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
中
小
企
業
の
事
業
主
の

方
々
が
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
充

実
し
た
退
職
金
制
度
を
確
立
さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
こ
の
共
済
制
度
は
、
①
常
用
労
働

者
を
対
象
と
す
る
二
般
退
職
金
共

済
制
度
」
②
期
間
雇
用
者
が
多
い
建

設
労
働
者
と
清
酒
製
造
業
労
働
者
を

対
象
と
す
る
「
特
定
業
種
退
職
金
共

済
制
度
」
の
二
本
だ
て
で
す
．

制
度
の
特
色

　
①
国
の
制
度
で
、
退
職
金
額
に
国

庫
補
助
金
が
つ
き
、
安
全
、
確
実
で

手
続
き
は
簡
単
で
す
。

　
②
掛
金
は
全
額
免
税
で
す
．

　
③
従
業
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
施

設
を
設
置
す
る
場
合
の
資
金
が
低
利

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
県
労
政
課
（
密
〇
二
五
二

－
二
三
ー
五
五
一
一
番
）
ま
た
は
労

政
事
務
所
小
出
支
所
（
奮
〇
二
五
七

九
－
二
－
一
三
二
番
）
へ
。

　
加
入
促
進
強
化
月
間

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
建

設
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
た
め
の
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
へ
の
加
入
に
よ

り
、
現
場
作
業
員
が
、
全
国
ど
こ
の

現
場
で
、
い
つ
働
い
て
も
、
働
い
た

日
数
分
の
掛
金
が
全
部
通
算
さ
れ
、

新潟県最低賃金
　新潟県内に働くすべての労働者に適用する新潟

県最低賃金がつぎのとおり改正されました。

1日2，896円（離鷺罵糸§謂）

　　　　効力発生日　10月12日

建
設
業
の
仕
事
を
し
な
か
っ
た
と
き

に
退
職
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
建
設
業
の
事
業
主

が
協
力
し
あ
う
制
度
で
す
の
で
、
事

業
主
の
み
な
さ
ん
が
も
れ
な
く
加
入

す
る
こ
と
が
先
決
と
な
り
ま
す
．

◎
加
入
で
き
る
事
業
主
　
常
時
雇
用

す
る
従
業
員
の
数
が
三
百
人
以
r
ま

た
は
資
本
金
が
一
億
円
以
下
の
建
設

業
の
中
小
企
業
者
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
作
業
員
は
中
小
企
業
だ
け
に
雇

用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
す

べ
て
の
建
設
業
の
事
業
主
が
加
入
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
加
入
申
込
み
方
法
　
県
建
設
業
協

会
内
に
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
の

支
部
が
あ
り
、
「
共
済
契
約
申
込
書
」

を
そ
な
え
て
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
労
政
事
務
所
小
出
支
所

　
（
E
O
二
五
七
九
－
二
1
て
、
二
一

番
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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場求王「山　　　
　
下
条
岩
野
地
内
に
建
設

マ
ア
中
の
岩
野
山
球
場
（
仮
称
）

里
が
＋
月
四
日
竣
工
し
ま
し

　
　
　
　
た
。
総
面
積
、
一
万
八
千

岩　　　
　
平
方
督
、
総
工
費
約
三
千

　
　
　
　
万
円
を
投
じ
て
、
バ
ッ
ク

　
　
　
　
五
月
に
着
工
さ
れ
た
十

白
0
日
町
市
西
部
会
館
（
木
造

食
二
階
建
、
四
百
九
十
五
・

　
　
　
八
二
平
方
材
）
が
、
千
代

　
　
　
田
町
内
に
完
成
．

ネ
ッ
ト
、
ダ
ッ
ク
ア
ウ
ト
付
き
の
本

格
的
な
も
の
で
す
。
下
条
地
区
に
は

十
五
チ
ー
ム
、
四
百
人
の
野
球
人
口

が
あ
り
、
地
域
の
体
育
の
拠
点
と
し

て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

貝ノ川

小宮山鉄夫さん

　
地
域
の
若
者
達
が
熱
望
し
て
い
た

球
場
が
で
き
ま
し
た
。
市
内
随
一
の

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
．
野
球
だ
け
で

な
く
、
広
く
地
域
の
人
達
が
集
ま
る

ス
ポ
ー
ツ
の
広
場
と
し
て
活
用
し
た

い
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
高
校
野
球
の

試
合
も
誘
致
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
九
月
二
十
六
日
、
地
域
住
民
・
関

係
者
多
数
が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行

れ
、
今
後
の
地
域
振
興
の
拠
点
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

西本町

田辺要蔵さん

　
こ
の
地
に
は
、
十
日
町
の
市
街
地

で
も
、
新
し
く
住
み
つ
い
た
人
た
ち

が
多
い
と
こ
ろ
で
、
地
域
の
ま
と
ま

り
と
い
う
点
で
問
題
を
抱
え
て
い
た

今
ま
で
で
し
た
が
、
こ
の
り
っ
ぱ
に

完
成
し
た
施
設
を
拠
点
に
し
て
、
よ

り
地
域
発
展
の
た
め
に
、
活
用
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

移
動

轟
条
．
地
区
で

　
十
月
一
日
、
今
年
最
後
の
移
動
市

民
と
語
る
日
は
、
下
条
地
区
で
行
わ

れ
、
七
組
十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
さ
れ
た
問
題
は
、
道
路
関
係
が
ほ

と
ん
ど
で
各
地
の
一
番
の
地
域
課
題

は
、
依
然
と
し
て
道
路
の
よ
う
で
す
。

地
区
内
の
道
路
改
良
を

　
　
岩
野
部
落

　
新
設
さ
れ
た
野
球
場
に
通
ず
る
道

路
の
改
良
舗
装
と
、
旧
道
か
ら
一
一

七
号
線
に
通
ず
る
道
路
の
飯
山
線
と

の
立
体
交
叉
を
。

　
　
　
野
球
地
に
通
ず
る
市
道
は
、

今
年
改
良
し
た
部
分
は
、
来
年
舗
装

し
、
そ
の
先
も
考
え
て
い
ま
す
。
飯

山
線
と
の
立
体
交
又
は
、
旧
善
光
寺

街
道
の
改
良
舗
装
に
あ
わ
せ
て
考
え

ま
す
。
こ
の
道
路
は
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

艇
無

地

下

　
地
下
水
は
大
地
の
一
部

　
地
下
水
は
、
地
下
を
ゆ
る
や
か
に

流
れ
な
が
ら
、
大
地
を
潤
お
し
漕
地

盤
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
ス
プ
リ
ン
グ
の

役
目
を
し
な
が
ら
、
大
地
を
支
え
る

と
い
う
大
変
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま

す
。　
私
達
の
住
む
地
盤
は
、
岩
石
や
土

砂
等
の
固
体
と
、
地
下
水
等
の
液
体

及
び
空
気
等
の
気
体
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
地
下
水
は
、
水
資
源
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
地
殻
を
構
成
す
る
要

素
の
一
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
中

の
水
分
は
、
徴
生
物
を
生
育
し
、
土

壊
を
作
り
、
作
物
を
育
成
し
、
生
態

系
に
影
響
を
及
ぽ
し
て
お
り
、
環
境

を
構
成
し
て
い
る
重
要
な
要
素
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
地
表
の
水
と
地
下
水

　
地
中
を
流
れ
、
私
達
が
直
接
、
員

に
ふ
れ
る
事
の
出
来
な
い
地
下
水
で

す
が
、
地
表
を
流
れ
る
水
と
は
、
切

っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
、
な

か
で
も
、
河
川
の
流
水
と
は
深
い
か

か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
奥
深
い
山
あ
い
に
端
を
発
し
た
、

小
さ
な
せ
せ
ら
ぎ
が
、
海
洋
に
注
ぐ

ま
で
の
畏
い
路
の
り
の
な
か
で
、
あ

る
と
き
は
、
表
流
水
と
し
て
流
れ
な

が
ら
、
地
下
水
を
供
給
、
溜
養
し
、

あ
る
と
き
は
．
地
下
水
の
河
川
へ
の

水

　　　　毒～

ピ
（2）

蝋
、
、
冊
、
繍

藻欝

流
出
に
よ
り
河
川
の

流
れ
を
保
ち
な
が
ら
、

河
川
と
し
て
の
働
き

を
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
流
量
の
壱
は
、

地
下
水
に
よ
っ
て
養

な
わ
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
、
長
い
間
雨
が
降
ら
な
く
て
も
、

河
川
の
水
が
無
く
な
ら
な
い
の
は
、

地
下
水
が
あ
ろ
か
ら
で
す
。
又
地
下

水
位
が
低
下
す
る
と
、
地
表
の
池
や

湖
の
水
位
も
低
下
、
あ
る
い
は
枯
潟

し
、
河
川
が
水
無
し
州
ど
な
る
事
は
‘
、

良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
河
川
の
流
糞
と
、
地
下
水
繍
、
・
撫
』

互
依
存
の
濁
係
に
あ
り
、
『
ど
蕗
毒
が

滅
少
し
て
も
、
私
達
に
与
え
る
影
響
．

は
、
き
わ
め
て
蚕
大
で
あ
り
、
・
河
測

法
の
な
か
で
も
、
河
州
管
理
計
嚢
に

当
っ
て
は
も
麹
下
水
位
の
維
持
を
，

考
慮
す
る
事
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
ナ
。
、

　
地
下
水
の
騰
樵
．

　
今
ま
で
に
記
述
～
た
な
か
か
ら
、
、
、

地
下
水
の
主
な
特
性
を
ひ
ろ
え
ば
、

次
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
，
雲
す
。

　
H
　
循
環
す
る
水
め
な
か
で
、
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゑ
の

の
水
と
比
べ
、
極
端
に
そ
の
速
度
が

遅
い
。
こ
⑳
こ
と
は
、
“
地
下
水
に
与

え
た
影
響
に
対
す
る
答
え
が
か
な
勢

遅
れ
て
出
る
事
を
意
味
し
て
お
参
、

そ
の
対
策
を
遅
れ
さ
せ
る
原
霞
宏
毛
、

シリーズ

　Nα7

翰葎4湾、憾轍鎮わ毒に設鴛され抵地
下ホの口測蔀欝《150噸）

な
．
っ
て
い
ま
甑
。
　
　
，
縄

　
偶
略
広
い
地
域
に
影
響
を
持
っ
て
、

い
る
．
地
下
査
、
地
器
構
灘
調

分
布
に
ょ
っ
て
、
貯
え
蔭
れ
て
お
捗
議

そ
の
務
籏
場
欝
だ
げ
で
の
矯
題
凄
駄

て
諏
拠
購
轟
潅
な
瀞
牲
質
噂
す
。
　
鰹

　
縛
．
心
籔
嚢
鷹
に
ふ
れ
る
こ
と
縫
堀

。
嚢
蝶
雫
姦
饗
繋
葉
・

一
毒
燕
隣
着
饗
分
羅
悶
悪
轟
。
襲
、
』
愚

、
辮
議
饗
讐
ふ
毫
、
蒙

鑓
藻
聖
グ
警
蕊
る
顕

内
懲
簸
繕
灘
（
安
全
撫
水
養
》
で
あ

　
　
　
　
ヒ
て
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

藷
綾
馬
襲
蓄
誘
る

．
麟
纂
び
盤
署
ん
塵
饗
轟
、

評
決
し
て
糠
元
の
心
状
憩
叢
は
も
ど
轟
参

黙
い
の
が
地
下
水
艶
掌
．
・

麹
魎
票
窪
叢
鷺
慧
嚢

薫
鰹
馴
糠
、
弗
頁
水
の
紘
滋
”
、
地
盤
沈

△
驚
・
汚
染
、
魑
＊
購
轟
一
叢
欠
嬢
か

、
ら
鴛
、
鑑
鶴
系
破
灘
鶴
黍
博
及
び
、
概

、
起
金
綴
で
、
杜
会
約
な
撮
題
と
な
ρ

で
い
享
。
地
康
癒
球
2
稼

『
で
鋤
。
紬
箪
水
を
央
薩
庸
大
地
綜
．

F
養
全
燦
大
地
と
億
い
え
ま
煙
ん
。

昭和56年10月10日

川
治
西
部
地
区
地
籍
調
査
の

　
　
　
　
　
　
成
果
閲
覧
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
昨
年
度
国
土
調
査
事
業

に
よ
る
細
部
測
量
を
実
施
し
た
大
字

川
治
（
乙
、
丙
、
丁
を
含
む
）
、
大

字
北
新
田
、
大
字
高
山
の
地
域
に
つ

い
て
つ
ぎ
の
と
お
り
公
告
し
、
そ
の

成
果
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
関
係
所
有
者
の
み
な
さ
ん
は
、
都

合
の
良
い
目
に
閲
覧
く
だ
さ
い
．
閲

覧
の
結
果
、
調
査
及
び
測
量
に
誤
り

や
訂
正
ヵ
所
が
あ
る
場
合
は
、
異
議

申
し
立
て
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
閲
覧
期
間
中
で
な
け
れ
ば

異
議
申
し
立
て
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ぜ
ひ
と
も
閲
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

閲
覧
期
間
　
十
月
五
日
㈲
～
十
月
二

十
九
日
困
（
土
曜
日
午
後
、
日
曜
日
、

祭
日
を
除
き
ま
す
）
　
午
前
八
時
半

～
午
後
五
時
ま
で

閲
覧
場
所
　
十
日
町
市
役
所
財
政
課

持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
、
地
籍
調
査

表　
な
お
、
問
い
合
わ
せ
は
市
・
財
政

課
国
土
調
査
係
（
窓
七
－
三
一
一
一

番
内
線
二
四
〇
）
へ
。

技
能
検
定
・
技
能
五
輪

　
　
地
方
大
会
を
実
施

　
新
潟
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、

県
の
委
任
を
受
け
て
、
昭
和
五
十
六

年
度
後
期
技
能
検
定
と
技
能
五
輪
地

方
大
会
を
行
い
ま
す
。

　
技
能
検
定
は
、
検
定
職
種
ご
と
に

一
級
と
二
級
と
単
一
等
級
に
わ
か
れ

実
技
試
験
と
学
科
試
験
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
実
技
試
験
に
あ
わ
せ
て
、
県

技
能
競
技
大
会
と
技
能
五
輪
地
方
大

会
を
行
い
、
技
能
五
輪
地
方
大
会
の

優
秀
者
は
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会

出
場
の
推
せ
ん
が
受
け
ら
れ
ま
す
．

技
能
検
定
申
込
み
要
項

　
受
検
申
請
受
付
　
十
月
八
日
～
十

月
二
十
七
日
ま
で

　
申
請
申
込
先
　
新
潟
県
職
業
能
力

開
発
協
会
（
新
潟
市
川
岸
町
一
丁
目

四
八
－
八
ま
る
え
ビ
ル
三
階
）
に
申

請
書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
．

　
申
請
書
　
十
日
町
高
等
職
業
訓
練

校
（
本
町
六
r
目
盈
二
－
三
八
〇

三
番
）
に
あ
り
ま
す
．

　
な
お
、
検
定
種
目
・
手
数
料
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
高
等
職

業
訓
練
校
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　市報7月10日号でもお

　　　　　　　　　　　　　　知ρ）せしたとおり、昭和

瀬麟麦葦灘呈灘舞
壷謂勢．．馨レ隔工事が進められています

　　　　　　ゴ野ギ　　　　　が、同センターが、市民

の皆さんに親しみのあるものにするためつぎの要項で愛称

を募集します．

◎応募規定

1．愛称　親しみのある愛称であること。

2．応募要件　①市内及び中魚沼・南魚沼郡の各町村及び

　　松代町、松之山町に住所4）ある人。

　　②1人いくつでも結構ですが、官製はがき1枚に愛称

　　ひとつと、住所、氏名、年齢、電話番号をお書きくだ

　　さい。

3．応募締切り　10月31日（土）

4．応募先　十日町市千歳町3r目3番地十日町市役所内

　　地場産業振興センター事務局

5．審査　地場産業振興センター運営委員

6．賞金　入選　1点3万円

　　　　　佳作　2点5千円（1点につき）

7．発表　市報とおかまち及び地方紙

　
十
日
町
土
木
事
務
所
及
び

市
で
は
、
十
月
十
一
日
か
ら

十
七
日
ま
で
の
違
反
建
築
防

止
週
間
に
ち
な
み
、
つ
ぎ
の

と
お
り
建
築
相
談
所
の
開
設

や
違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
建
築
相
談
所
を
開
設

　
と
き
　
十
月
十
二
日
側
～

十
六
日
囲
（
十
四
日
は
除
く
）

午
前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で

　
と
こ
ろ
　
十
日
町
土
木
事

務
所
（
十
日
町
総
合
庁
舎
内
）

　
建
築
の
こ
と
な
ら
な
ん
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

◎
違
反
建
築
物

　
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

　
と
き
　
十
月
十
四
日
困

とおガ夢お（13）

　
全
国
水
問
題
協
議
会
で
は
、

第
七
回
全
国
水
問
題
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
南
魚
沼
郡
湯
沢
町

で
開
催
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
清
津
川
を
舞
台

に
、
本
川
の
信
濃
川
を
事
例

と
し
て
「
流
域
圏
の
あ
り
方
」

「
国
立
公
園
と
開
発
・
自
然

破
壊
」
「
観
光
と
生
活
再
建
」

な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

期
日
　
十
月
二
十
九
目
困
～

十
月
三
十
目
㈹

会
場
　
湯
沢
町
勤
労
青
少
年

セ
ン
タ
i
（
観
光
会
館
）

参
加
費
　
無
料

申
込
締
切
り
　
十
月
二
十
日

申
込
先
　
市
総
務
課
企
画
広

報
係
（
盈
七
⊥
一
二
二
番
）

愛称を募集

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
を

　
中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
国
の
援

助
で
退
職
金
を
支
給
す
る
「
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
中
小
企
業
の
事
業
主
の

方
々
が
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
充

実
し
た
退
職
金
制
度
を
確
立
さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
こ
の
共
済
制
度
は
、
①
常
用
労
働

者
を
対
象
と
す
る
二
般
退
職
金
共

済
制
度
」
②
期
間
雇
用
者
が
多
い
建

設
労
働
者
と
清
酒
製
造
業
労
働
者
を

対
象
と
す
る
「
特
定
業
種
退
職
金
共

済
制
度
」
の
二
本
だ
て
で
す
．

制
度
の
特
色

　
①
国
の
制
度
で
、
退
職
金
額
に
国

庫
補
助
金
が
つ
き
、
安
全
、
確
実
で

手
続
き
は
簡
単
で
す
。

　
②
掛
金
は
全
額
免
税
で
す
．

　
③
従
業
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
施

設
を
設
置
す
る
場
合
の
資
金
が
低
利

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
県
労
政
課
（
密
〇
二
五
二

－
二
三
ー
五
五
一
一
番
）
ま
た
は
労

政
事
務
所
小
出
支
所
（
奮
〇
二
五
七

九
－
二
－
一
三
二
番
）
へ
。

　
加
入
促
進
強
化
月
間

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
建

設
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
た
め
の
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
へ
の
加
入
に
よ

り
、
現
場
作
業
員
が
、
全
国
ど
こ
の

現
場
で
、
い
つ
働
い
て
も
、
働
い
た

日
数
分
の
掛
金
が
全
部
通
算
さ
れ
、

新潟県最低賃金
　新潟県内に働くすべての労働者に適用する新潟

県最低賃金がつぎのとおり改正されました。

1日2，896円（離鷺罵糸§謂）

　　　　効力発生日　10月12日

建
設
業
の
仕
事
を
し
な
か
っ
た
と
き

に
退
職
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
建
設
業
の
事
業
主

が
協
力
し
あ
う
制
度
で
す
の
で
、
事

業
主
の
み
な
さ
ん
が
も
れ
な
く
加
入

す
る
こ
と
が
先
決
と
な
り
ま
す
．

◎
加
入
で
き
る
事
業
主
　
常
時
雇
用

す
る
従
業
員
の
数
が
三
百
人
以
r
ま

た
は
資
本
金
が
一
億
円
以
下
の
建
設

業
の
中
小
企
業
者
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
作
業
員
は
中
小
企
業
だ
け
に
雇

用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
す

べ
て
の
建
設
業
の
事
業
主
が
加
入
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
加
入
申
込
み
方
法
　
県
建
設
業
協

会
内
に
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
の

支
部
が
あ
り
、
「
共
済
契
約
申
込
書
」

を
そ
な
え
て
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
労
政
事
務
所
小
出
支
所

　
（
E
O
二
五
七
九
－
二
1
て
、
二
一

番
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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口文化祭　11月71i～8目
　　7目　　弁ほ麦1日寺～5日寺

　　8日　　！ヂ有fI9日寺～∠f二後4日寺

　●作品展（活花・手芸・やきもの〉●もち

　　っき大会●ガラクタ市（やきもグ））

■地区芸能祭

　　11月3日図午後1時半～4時
　会場／中条小学校体育館

　民踊、民謡、詩吟、三味線など

r中条地区公購82－2748

■文化祭　11月2目～3日
　与二肖f∫9日寺～有二後5日寺

　●菊花、盆栽展●書道●写真

　展●バザー他

中条地区公民館大井田分館（87－1880）

日文化祭　11月8目（日）

　　弁二有㍍9日寺～身ほ麦4日寺

　●作品展（活花、盆栽、菊花、手

　　芸）●バザー

一中条地区公民館新座分館（壼7－bOO2）一

頼
窯
㈱

　
　
　
　
　
十
．

■文化祭　11月1日（日）

　　午前9時～午後4時

　●作品展（活花、やきもの、書道〉

　●小・中学生作品展●バザー（体

陸畿欝

下

昭和56年10月10日

醐

■文化祭　11月1日旧）

　　午前9時～午後4時

　●講座・作品展

　　　（手芸・活花・写真・焼物）

　●地区内愛好者作品展（絵画・書

　●バザー●遊びの広場

　●菊花展（11月1日～3日）

吉田

嚢胎

穴＊澱

■第7回市民芸能祭（秋の部）

　　市民会館ホール　入場無料

●剣詩舞と踊りのタベ

　　　　　　　　10月16日囲夜7時～

●わかいしょのコンサート

　　　　　　　　10月20日（火）夜7時～

●唄と踊りσ）タベ10月23日囲夜7時～

●郷土芸能と舞踊の祭典

　　　　　　　　10月30日囲夜7時～

●新舞踊のタベ　11月6日囲夜7時～

●演劇のタベ　　11月15日（日）夜5時～

■文化祭　11月3日（幻午前9時～4時

●学級・講座の学習成果発表、展示●写

真展●美術協会展●グノレープ展●バザー

■映画祭　11月28日（ガ夜

　　主催　青年学級映画評論コース

　　　　　　　十日町市公民館（87－5011）

下条地区公民館（85－2004）

■吉田地区交通安全芸能大会
　　10月25日（日）

　　午前10時～午後3時
　会場／吉田中学校体育館

　第1部（式典）講演会など
　第2部（アトラクション）

　芸能発表

　　民踊、民謡、詩吟、剣舞

　　コーラスほカ・

　小・中学生特別出演

　　太鼓、ブラスバンド

　　　　吉田地区公民館（82－2874）

■文化祭　11月1日（日）

　　午前9時～午後4時

　●学習の成果発表展示●小学

　　生の作品展●芸能発表●バ

　　ザー（体育協会）

六箇地区公民館（82－5434）

■文化祭　11月1日旧）

　　午前9時～午後3時半

　会場／水沢中学校

　展示部門　書道・盆栽・菊・

　　　　　活花・焼物・写真

　　　　　　・書つけ

　芸能部門　民踊（謡）・詩吟・

　　　　　剣舞・カラオケ・

　　　　　合唱など

水沢地区公民館（雪8－3101）

昭和56年10月10日とおガ夢お（15）

第7回市民芸能祭～秋の部～
　秋の一夜を市民芸能祭でお楽みください

●会場

　市民会館ホール

●入場無料
●主催

　十日町市公民館

　雪7－5011番
※多数のご来場を
お待ちしています。

期日 発　　　表 発表団体
10／16樹
夜7時～

剣詩舞と踊りの
タベ

十日町多賀仙会・寿会
・喜泉会

10／20㈹
夜7時～

わかいしょのコ
ンサート

青少年ホームギターク
ラブ・川治サンフレッ
ト・迦他呼

10／23囲
夜7時～

唄と踊りのタベ

鐙坂扇踊会・新座深雪
会・鐙坂若葉会・中条
民謡愛好会

10／30働

夜7時～

郷土芸能と舞踊

の祭典

中条多賀仙会・若葉会
飛渡民踊愛好会
北新田若葉会
初美会・越路会

11／6㈹
夜7時～ 新舞踊のタベ

一葉会・高栄会
寿雪の会・美雪会
中平おたのしみ会

11／15（日）

夜5時～ 演劇のタベ
十高演劇クラブ
青年学級演劇コース
演親会

創立30周年記念

十日町市民合唱団▽荊多秀

　ことしは30周年記念とし【、旧団員

と現団員が合同で楽しいステージを企

画しました。

●日時10月24日（ガ

　　午後7時（開演
●会　場　市民会館ホー・

●入場料　一般500円

（
夢

　　　　　　要菊街道

．慮蟻．喚奮
　　　　　　　　　　　　　　ノ　えた道。その歴史を探りながら．　　　　一一

みんなで歩こう詔　　王三一〕＿鍵
●とき10月25日（日）　　　　　　／」．． ＿一＿一一一ニン

・コース市役所前一膨壌、㌧ゼニ〆
●参加費　大人千円、中局生500円　　　　∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方

紳．齢轡濃、鰍誌、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、
　市民体育館・六箇地区公民館へ

　
第
十
四
回
市
美
術
展
が
九
日
か
ら

十
一
日
の
三
日
間
、
市
民
会
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
百
七
十
四
人
、
二
百
二

十
六
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
が
、
四

日
に
行
わ
れ
た
審
査
会
で
は
、
作
品

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
四
人
の
審
査
員

が
賞
讃
の
言
葉
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
〔
第
一
部
日
本
画
〕

■
市
展
賞
「
城
之
古
残
照
」
鳥
谷
良

輔
（
栄
町
）
　
■
奨
励
賞
「
残
雪
」

二
瓶
虎
太
郎
（
昭
和
町
三
）
　
　
「
結

花
」
関
武
美
（
谷
内
丑
一
）
　
■
佳

作
賞
「
静
寂
」
樋
口
一
孝
（
池
沢
〉

「
焼
春
」
庭
野
政
義
（
本
町
七
〉

　
〔
第
二
部
洋
画
〕

■
市
展
賞
「
静
か
な
村
」
春
日
敏
夫

（
川
西
町
）
　
■
奨
励
賞
「
雪
国
の

村
」
玉
村
三
郎
（
妻
有
町
西
一
）

「
残
雪
」
南
雲
進
（
川
治
上
町
）

「
白
い
道
」
村
山
邦
好
（
田
川
町

三
）
　
　
「
港
」
韮
沢
孝
（
広
神
村
）

「
仁
王
門
」
村
山
峰
雄
（
池
之
平
）

　
■
佳
作
賞
「
三
人
の
子
供
」
田
中

善
男
（
四
日
町
二
）
　
　
「
子
供
の
周

囲
」
小
宮
山
雅
志
（
島
）
　
　
「
残

照
」
中
島
美
世
子
（
新
座
一
）
　
「
寺

泊
の
一
コ
て
大
島
活
行
（
中
里

村
）
　
　
「
静
物
」
角
山
正
（
下
条
）

「
曇
り
」
村
山
裕
之
（
本
町
一
）

「
朱
い
空
」
清
水
弘
文
（
大
和
町
）

「
照
葉
（
て
り
は
）
」
阿
部
貞
子

（
本
町
六
）
　
　
「
会
津
喜
多
方
」
羽

鳥
正
巳
（
四
日
町
）
　
　
「
白
い
ひ
び

き
」
広
田
和
子
（
田
川
町
二
）

「
秋
山
」
関
口
こ
う
じ
（
土
市
）

「
悲
し
い
か
ら
と
泣
い
た
ん
じ
ゃ
な

い
ポ
カ
ン
と
あ
い
た
こ
の
む
な
し
さ

を
う
ず
め
て
し
ま
う
泪
だ
っ
た
ん
だ
」

真
霜
良
夫
（
春
日
町
三
）
　
　
「
冬
の

駅
」
小
林
勝
明
（
稲
荷
町
三
）

　
〔
第
三
部
新
し
い
美
術
）

■
市
展
賞
「
干
渉
」
富
沢
正
夫
（
中

条
）
　
■
奨
励
賞
「
生
命
の
樹
」
佐

藤
陽
一
（
長
岡
市
）
　
　
「
秋
（
男
心

ま
た
は
ハ
ゼ
釣
り
）
」
斎
木
文
夫

（
宮
下
町
東
）
　
■
佳
作
賞
「
マ
イ

ス
ク
リ
ー
ン
」
青
少
年
ホ
ー
ム
花
道

部
「
E
G
G
C
A
S
E
」
桑
原

晴
一
（
新
座
二
）

　
〔
第
四
部
彫
塑
〕

■
市
展
賞
「
ふ
み
子
」
桑
原
晴
一

（
新
座
二
）
　
■
奨
励
賞
「
綾
」
柳

好
江
（
六
箇
山
谷
）
　
■
佳
作
賞
「
萌

子
5
歳
」
片
桐
静
子
（
中
条
下
町
）

　
〔
第
五
部
工
芸
〕

■
市
展
賞
「
花
器
」
斉
木
広
（
宮
下

町
東
）
　
■
奨
励
賞
「
深
秋
」
大
久

保
健
（
新
座
四
）
　
　
「
ア
ブ
ス
ト
ラ

ク
ト
81
（
鳥
）
」
佐
藤
一
久
（
中
条

峠
）
、
／
甲
土
灰
花
入
」
桑
原

晴
一
（
新
座
二
）
　
■
佳
作
賞
「
灰

袖
花
器
」
堀
田
正
（
中
条
旭
ケ
丘
）

　
「
耳
付
花
入
」
竹
内
富
男
（
川
治

内
後
）
　
　
「
コ
タ
ツ
板
」
小
杉
元
義

（
四
日
町
二
）
　
　
「
花
入
れ
」
雲
谷

沙
代
子
（
中
条
新
田
）

ゆ

91P

　
〔
第
六
部
書
道
〕

■
市
展
賞
「
杜
甫
詩
」
阿
部
妙
子

（
北
新
田
三
）
　
■
奨
励
賞
「
和
歌
」

清
水
キ
ヨ
ノ
（
北
原
）
　
「
短
歌
行
」

田
村
康
雄
（
塩
沢
町
）
　
　
「
般
若
心

経
」
藤
ノ
木
水
硯
（
中
里
村
）
　
■

佳
作
賞
「
許
友
詩
」
池
田
一
雄
（
北

原
）
　
　
「
王
鐸
、
行
草
書
幅
」
石
沢

皐
竹
（
津
南
町
）
　
　
「
七
言
律
詩

（
曇
安
寺
ご
宮
静
子
（
丸
山
町
）

　
「
秋
日
偶
成
」
庭
野
長
五
郎
（
本

町
七
）
　
　
「
五
言
律
詩
（
送
友
人
）
」

高
橋
正
平
（
妻
有
町
東
）

　
〔
第
七
部
写
真
〕

■
市
展
賞
「
老
婆
」
生
越
久
雄
（
下

条
）
　
■
奨
励
賞
「
本
家
の
嫁
」
高

橋
憲
一
（
高
田
町
四
）
　
　
「
陶
酔
」

せ
き
ぐ
ち
か
ず
あ
き
（
塩
沢
町
）

「
夏
の
日
」
平
賀
重
貴
（
塩
沢
町
）

　
■
佳
作
賞
「
オ
ー
ル
ド
・
レ
デ

ィ
」
小
坂
幸
平
（
稲
荷
町
西
）
　
　
「
花

の
表
情
」
関
口
芳
文
（
本
町
六
）

「
花
火
ま
つ
り
」
池
田
健
一
（
梅

沢
）
　
　
「
祭
の
夜
」
斎
藤
久
治
（
塩

沢
町
）
　
　
「
霧
の
山
」
青
野
栄
（
六

日
町
）
　
　
「
春
宵
」
田
辺
千
勝
（
塩

沢
町
）
　
　
「
菅
医
院
」
斎
藤
代
江
子

（
塩
沢
町
）

一出品点数一
第1部日本函

　　　　一15点

第2部洋画…62点

第3部新しい美術

　　　　　・一13点

第4部彫刻…9点

第5部工芸…23点

第6部書道…34点

第7部　写真…70点
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口文化祭　11月71i～8目
　　7目　　弁ほ麦1日寺～5日寺

　　8日　　！ヂ有fI9日寺～∠f二後4日寺

　●作品展（活花・手芸・やきもの〉●もち

　　っき大会●ガラクタ市（やきもグ））

■地区芸能祭

　　11月3日図午後1時半～4時
　会場／中条小学校体育館

　民踊、民謡、詩吟、三味線など

r中条地区公購82－2748

■文化祭　11月2目～3日
　与二肖f∫9日寺～有二後5日寺

　●菊花、盆栽展●書道●写真

　展●バザー他

中条地区公民館大井田分館（87－1880）

日文化祭　11月8目（日）

　　弁二有㍍9日寺～身ほ麦4日寺

　●作品展（活花、盆栽、菊花、手

　　芸）●バザー

一中条地区公民館新座分館（壼7－bOO2）一

頼
窯
㈱

　
　
　
　
　
十
．

■文化祭　11月1日（日）

　　午前9時～午後4時

　●作品展（活花、やきもの、書道〉

　●小・中学生作品展●バザー（体

陸畿欝

下

昭和56年10月10日

醐

■文化祭　11月1日旧）

　　午前9時～午後4時

　●講座・作品展

　　　（手芸・活花・写真・焼物）

　●地区内愛好者作品展（絵画・書

　●バザー●遊びの広場

　●菊花展（11月1日～3日）

吉田

嚢胎

穴＊澱

■第7回市民芸能祭（秋の部）

　　市民会館ホール　入場無料

●剣詩舞と踊りのタベ

　　　　　　　　10月16日囲夜7時～

●わかいしょのコンサート

　　　　　　　　10月20日（火）夜7時～

●唄と踊りσ）タベ10月23日囲夜7時～

●郷土芸能と舞踊の祭典

　　　　　　　　10月30日囲夜7時～

●新舞踊のタベ　11月6日囲夜7時～

●演劇のタベ　　11月15日（日）夜5時～

■文化祭　11月3日（幻午前9時～4時

●学級・講座の学習成果発表、展示●写

真展●美術協会展●グノレープ展●バザー

■映画祭　11月28日（ガ夜

　　主催　青年学級映画評論コース

　　　　　　　十日町市公民館（87－5011）

下条地区公民館（85－2004）

■吉田地区交通安全芸能大会
　　10月25日（日）

　　午前10時～午後3時
　会場／吉田中学校体育館

　第1部（式典）講演会など
　第2部（アトラクション）

　芸能発表

　　民踊、民謡、詩吟、剣舞

　　コーラスほカ・

　小・中学生特別出演

　　太鼓、ブラスバンド

　　　　吉田地区公民館（82－2874）

■文化祭　11月1日（日）

　　午前9時～午後4時

　●学習の成果発表展示●小学

　　生の作品展●芸能発表●バ

　　ザー（体育協会）

六箇地区公民館（82－5434）

■文化祭　11月1日旧）

　　午前9時～午後3時半

　会場／水沢中学校

　展示部門　書道・盆栽・菊・

　　　　　活花・焼物・写真

　　　　　　・書つけ

　芸能部門　民踊（謡）・詩吟・

　　　　　剣舞・カラオケ・

　　　　　合唱など

水沢地区公民館（雪8－3101）

昭和56年10月10日とおガ夢お（15）

第7回市民芸能祭～秋の部～
　秋の一夜を市民芸能祭でお楽みください

●会場

　市民会館ホール

●入場無料
●主催

　十日町市公民館

　雪7－5011番
※多数のご来場を
お待ちしています。

期日 発　　　表 発表団体
10／16樹
夜7時～

剣詩舞と踊りの
タベ

十日町多賀仙会・寿会
・喜泉会

10／20㈹
夜7時～

わかいしょのコ
ンサート

青少年ホームギターク
ラブ・川治サンフレッ
ト・迦他呼

10／23囲
夜7時～

唄と踊りのタベ

鐙坂扇踊会・新座深雪
会・鐙坂若葉会・中条
民謡愛好会

10／30働

夜7時～

郷土芸能と舞踊

の祭典

中条多賀仙会・若葉会
飛渡民踊愛好会
北新田若葉会
初美会・越路会

11／6㈹
夜7時～ 新舞踊のタベ

一葉会・高栄会
寿雪の会・美雪会
中平おたのしみ会

11／15（日）

夜5時～ 演劇のタベ
十高演劇クラブ
青年学級演劇コース
演親会

創立30周年記念

十日町市民合唱団▽荊多秀

　ことしは30周年記念とし【、旧団員

と現団員が合同で楽しいステージを企

画しました。

●日時10月24日（ガ

　　午後7時（開演
●会　場　市民会館ホー・

●入場料　一般500円

（
夢

　　　　　　要菊街道

．慮蟻．喚奮
　　　　　　　　　　　　　　ノ　えた道。その歴史を探りながら．　　　　一一

みんなで歩こう詔　　王三一〕＿鍵
●とき10月25日（日）　　　　　　／」．． ＿一＿一一一ニン

・コース市役所前一膨壌、㌧ゼニ〆
●参加費　大人千円、中局生500円　　　　∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方

紳．齢轡濃、鰍誌、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、
　市民体育館・六箇地区公民館へ

　
第
十
四
回
市
美
術
展
が
九
日
か
ら

十
一
日
の
三
日
間
、
市
民
会
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
百
七
十
四
人
、
二
百
二

十
六
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
が
、
四

日
に
行
わ
れ
た
審
査
会
で
は
、
作
品

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
四
人
の
審
査
員

が
賞
讃
の
言
葉
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
〔
第
一
部
日
本
画
〕

■
市
展
賞
「
城
之
古
残
照
」
鳥
谷
良

輔
（
栄
町
）
　
■
奨
励
賞
「
残
雪
」

二
瓶
虎
太
郎
（
昭
和
町
三
）
　
　
「
結

花
」
関
武
美
（
谷
内
丑
一
）
　
■
佳

作
賞
「
静
寂
」
樋
口
一
孝
（
池
沢
〉

「
焼
春
」
庭
野
政
義
（
本
町
七
〉

　
〔
第
二
部
洋
画
〕

■
市
展
賞
「
静
か
な
村
」
春
日
敏
夫

（
川
西
町
）
　
■
奨
励
賞
「
雪
国
の

村
」
玉
村
三
郎
（
妻
有
町
西
一
）

「
残
雪
」
南
雲
進
（
川
治
上
町
）

「
白
い
道
」
村
山
邦
好
（
田
川
町

三
）
　
　
「
港
」
韮
沢
孝
（
広
神
村
）

「
仁
王
門
」
村
山
峰
雄
（
池
之
平
）

　
■
佳
作
賞
「
三
人
の
子
供
」
田
中

善
男
（
四
日
町
二
）
　
　
「
子
供
の
周

囲
」
小
宮
山
雅
志
（
島
）
　
　
「
残

照
」
中
島
美
世
子
（
新
座
一
）
　
「
寺

泊
の
一
コ
て
大
島
活
行
（
中
里

村
）
　
　
「
静
物
」
角
山
正
（
下
条
）

「
曇
り
」
村
山
裕
之
（
本
町
一
）

「
朱
い
空
」
清
水
弘
文
（
大
和
町
）

「
照
葉
（
て
り
は
）
」
阿
部
貞
子

（
本
町
六
）
　
　
「
会
津
喜
多
方
」
羽

鳥
正
巳
（
四
日
町
）
　
　
「
白
い
ひ
び

き
」
広
田
和
子
（
田
川
町
二
）

「
秋
山
」
関
口
こ
う
じ
（
土
市
）

「
悲
し
い
か
ら
と
泣
い
た
ん
じ
ゃ
な

い
ポ
カ
ン
と
あ
い
た
こ
の
む
な
し
さ

を
う
ず
め
て
し
ま
う
泪
だ
っ
た
ん
だ
」

真
霜
良
夫
（
春
日
町
三
）
　
　
「
冬
の

駅
」
小
林
勝
明
（
稲
荷
町
三
）

　
〔
第
三
部
新
し
い
美
術
）

■
市
展
賞
「
干
渉
」
富
沢
正
夫
（
中

条
）
　
■
奨
励
賞
「
生
命
の
樹
」
佐

藤
陽
一
（
長
岡
市
）
　
　
「
秋
（
男
心

ま
た
は
ハ
ゼ
釣
り
）
」
斎
木
文
夫

（
宮
下
町
東
）
　
■
佳
作
賞
「
マ
イ

ス
ク
リ
ー
ン
」
青
少
年
ホ
ー
ム
花
道

部
「
E
G
G
C
A
S
E
」
桑
原

晴
一
（
新
座
二
）

　
〔
第
四
部
彫
塑
〕

■
市
展
賞
「
ふ
み
子
」
桑
原
晴
一

（
新
座
二
）
　
■
奨
励
賞
「
綾
」
柳

好
江
（
六
箇
山
谷
）
　
■
佳
作
賞
「
萌

子
5
歳
」
片
桐
静
子
（
中
条
下
町
）

　
〔
第
五
部
工
芸
〕

■
市
展
賞
「
花
器
」
斉
木
広
（
宮
下

町
東
）
　
■
奨
励
賞
「
深
秋
」
大
久

保
健
（
新
座
四
）
　
　
「
ア
ブ
ス
ト
ラ

ク
ト
81
（
鳥
）
」
佐
藤
一
久
（
中
条

峠
）
、
／
甲
土
灰
花
入
」
桑
原

晴
一
（
新
座
二
）
　
■
佳
作
賞
「
灰

袖
花
器
」
堀
田
正
（
中
条
旭
ケ
丘
）

　
「
耳
付
花
入
」
竹
内
富
男
（
川
治

内
後
）
　
　
「
コ
タ
ツ
板
」
小
杉
元
義

（
四
日
町
二
）
　
　
「
花
入
れ
」
雲
谷

沙
代
子
（
中
条
新
田
）

ゆ

91P

　
〔
第
六
部
書
道
〕

■
市
展
賞
「
杜
甫
詩
」
阿
部
妙
子

（
北
新
田
三
）
　
■
奨
励
賞
「
和
歌
」

清
水
キ
ヨ
ノ
（
北
原
）
　
「
短
歌
行
」

田
村
康
雄
（
塩
沢
町
）
　
　
「
般
若
心

経
」
藤
ノ
木
水
硯
（
中
里
村
）
　
■

佳
作
賞
「
許
友
詩
」
池
田
一
雄
（
北

原
）
　
　
「
王
鐸
、
行
草
書
幅
」
石
沢

皐
竹
（
津
南
町
）
　
　
「
七
言
律
詩

（
曇
安
寺
ご
宮
静
子
（
丸
山
町
）

　
「
秋
日
偶
成
」
庭
野
長
五
郎
（
本

町
七
）
　
　
「
五
言
律
詩
（
送
友
人
）
」

高
橋
正
平
（
妻
有
町
東
）

　
〔
第
七
部
写
真
〕

■
市
展
賞
「
老
婆
」
生
越
久
雄
（
下

条
）
　
■
奨
励
賞
「
本
家
の
嫁
」
高

橋
憲
一
（
高
田
町
四
）
　
　
「
陶
酔
」

せ
き
ぐ
ち
か
ず
あ
き
（
塩
沢
町
）

「
夏
の
日
」
平
賀
重
貴
（
塩
沢
町
）

　
■
佳
作
賞
「
オ
ー
ル
ド
・
レ
デ

ィ
」
小
坂
幸
平
（
稲
荷
町
西
）
　
　
「
花

の
表
情
」
関
口
芳
文
（
本
町
六
）

「
花
火
ま
つ
り
」
池
田
健
一
（
梅

沢
）
　
　
「
祭
の
夜
」
斎
藤
久
治
（
塩

沢
町
）
　
　
「
霧
の
山
」
青
野
栄
（
六

日
町
）
　
　
「
春
宵
」
田
辺
千
勝
（
塩

沢
町
）
　
　
「
菅
医
院
」
斎
藤
代
江
子

（
塩
沢
町
）

一出品点数一
第1部日本函

　　　　一15点

第2部洋画…62点

第3部新しい美術

　　　　　・一13点

第4部彫刻…9点

第5部工芸…23点

第6部書道…34点

第7部　写真…70点



、
、
q

（16）とおガ」し3

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
日
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

午
前
9
時
30
分

～
午
前
10
時

東
下
組

生
活
改
善
セ
ン
タ
i

東
　
下
　
組
　
地
　
区

午
前
1
時
15
分

㌻
午
前
11
時
30
分

下
条
公
民
館

下
　
　
条
　
　
地
　
　
区

10
月
2
6
日
㈲

午
後
1
時

～
午
後
－
時
30
分

新
水
克
雪
セ
ン
タ
ー

飛
　
　
渡
　
　
地
　
　
区

午
後
1
時
菊
分

～
午
後
3
時

中
条
　
公
民
館

中
　
　
条
　
　
地
　
　
区

午
前
9
時
30
分

～
午
前
H
時

大
井
　
田
分
館

新
座
・
大
井
田
地
区

10
月
2
7
日
図

午
後
－
時

～
午
後
2
時
30
分

吉
田
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

吉
　
　
田
　
　
地
　
　
区

午
前
1
0
時

～
午
前
n
時

馬
場
小
学
校

馬
水
地
区
、
当
問
、
大
石

中
在
家
、
水
沢
市
之
沢

10
月
2
8
日
困

　
1
覧
午
後
2
時
30
分

水
　
沢
出
張
所

水
沢
地
区
（
右
記
以
外
）

10

月
29
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

十
　
日
　
町
　
地
　
区

午
後
1
時

～
午
後
3
時

保
健
セ
ン
タ
ー

卜
　
日
　
町
　
地
　
区

10

月
30
日
囲

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

川
治
　
　
六
箇
地
区

　
1
秘
午
後
3
時

保
健
セ
ン
タ
ー

川
治
　
　
六
箇
地
区

児童手当
受給者の皆さんへ

※
今
回
は
前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
た
が
対
象
で
す
。
前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
た
は

　必ず

受
診
し
て
く
だ
さ
い
．

※
前
回
の
青
い
通
知
書
を
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
書
を
な
く
さ
れ
た
か
た
は
会

　場で

作
り
ま
す
の
で
、
通
知
書
な
し
で
も
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
日
程

●
該
当
者
満
3
歳
か
ら
1
5
歳
迄
の
人

●
料
　
金
満
3
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
人
一
回
百
円
（
接
種
当
日
持
参
）

●
受
け
て
は
い
け
な
い
人

投
与
・
麻
し
ん
接
種
を
受
け
た
後
一
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
な
い
人

有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
鶏
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者
、
そ
の
他
医
師

　
が
不
適
と
認
め
た
人

　
十
月
期
分
（
六
月

～
九
月
分
）
の
児
童

手
当
が
十
月
九
日
頃

皆
さ
ん
の
口
座
に
振

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
支
給
額
は
、
十
八

歳
未
満
の
出
生
順
に

数
え
て
一
、
天
目
以
降

の
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
↓
人
に
つ
き

月
額
五
千
円
で
す
。

昭和56年10月10日

審かあ亀ゐ
の
味
箆の萩：τ潟翻

　　　 　　　　しy†3」細

翠
，
璽
替
£
は

賊
覚
例
双
さ
マ
ね
。
、

鴫も
　
　
　
　
　
　
ρ

　
　
　
％

馨壷　
、
　
、
　
へ

　
、
　
よ
も
し
，

　
　
今
藷
磨
穿

　
で
ま
良
ロ
熟
飛
τ

　
　
　
哉
う
ぶ
し
・
5
．

総ん
　
　
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
お

。
鞍
臓
、

暢
徽

　
　
　
　
あ
叙

／／

芳
ぎ
｝
ヌ
職
し
臥
？

謬
慕
、
．

　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
轟

6

色
え
る
双
し
夙
3
い
さ
協
．

蓋
父
、
礼
．
、

　
　
　
　
　
　
量

蚕蔵ザそ4ね曲1
訴、鳳D々け嵐て

こ県協聴9・・
＼ワ；マ㌍5Z…一　‘

が
ん
ぱ
．
～
・

亀
馬
集
讐
亀
“

　
　
ウ
　
　
　

り
翁

、
　
　
多

　
　
、

【】

形

（
今
年
度
の
市
民
税
所
得
割
額
の
無

い
受
給
者
は
六
千
五
百
円
で
す
）

　
な
お
、
児
童
手
当
の
今
年
六
月
か

ら
来
年
五
月
ま
で
の
手
当
月
額
は
、

今
年
度
の
市
民
税
所
得
割
の
有
無
に

よ
つ
て
決
め
ら
れ
て
お
り
、
所
得
割

の
有
無
が
昨
年
度
と
異
な
る
人
は
今

回
か
ら
手
当
の
額
が
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
も
し
こ
の
変
更
決
定
に
不
服
の
あ

る
人
は
、
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
市
民
生
活

課
年
金
係
（
B
七
ー
、
一
二
一
一
番
内

線
二
一
八
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

羽
根
川
荘
十
一
月
一
日
休
館

　
六
箇
地
区
文
化
祭
の
た
め
、
十
】

月
一
日
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
羽

根
川
荘
を
全
館
使
用
し
ま
す
．

　
誠
に
勝
手
で
す
が
、
一
般
の
か
た

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

補
聴
器
相
談
会
を
開
催

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
補
聴

器
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
補
聴

器
の
修
理
、
点
検
、
整
備
（
無
料
で

す
が
、
部
品
を
使
用
す
る
場
合
は
実

費
を
い
た
だ
き
ま
す
）
、
聴
力
相
談

補
聴
器
の
取
り
扱
い
方
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
十
月
二
十
日
（
火
）
午
後
一

地
　
区
　
名

一
回
目

二
回
目

時
　
　
間

会
　
　
　
場

中
条
小
学
校
区

10
月
2
0
日
㈹

H
月
4
目
困

潅
鮎
潮

中
条
公
民
館

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
東
側
）

10

月
22
日
困

n
月
5
日
困

履
麟
潮

保
健
セ
ン
タ
i

下
条
小
学
校
区

10

月
30
日
樹

U
月
1
7
日
図

午
後
1
時
30
分

～
2
時

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
30
分

～
2
時
40
分

東
下
組
小
学
校

（
右
表
以
外
の
地
区
の
予
定
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

◎
注
意
事
項

O
接
種
前
は
健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

O
接
種
当
日
の
朝
は
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。

○
母
子
健
康
手
帳
・
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
問
診
票
は
保
護
者
が
責
任
を
も
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る
場
合
は
、
前
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

　
ぞ
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
）

ふるさとの旬の料理⑦

　秋茄子の丸煮
材料（4人分）一　調理法一
茄　子…1㎏　　①茄子はヘタを取って一夜あくぬ
だ　し…1．5C　　きをする。

砂糖…1509　②深鍋にだし、①の茄子を入れ調
味　酎…C去　　　味料を加えて火にかけ煮立った

醤油…C1　　　ら落しぶたをして弱火にし、茄
　　　　　　　　子にしわが出来たら茄子を取り
　　　　　　　　出し、汁を煮つめ茄子の上にか
　　　　　　　　かける。七味とうがらしを振ワ
　　　　　　　　入れるかなんばんを少し入れて
　　　　　　　　から味を付けてもよい。
※秋茄子の実がしまってくると煮とけなくなるので
　沢山つくっておきます。油で妙めてから茄子を煮

　ることもあります。

平
調
①
　
②

金根
　
㎎
2
・
5
・

型　　
　
3
0
大
大
L
C

　
　
　
…
…
…
大
…

り
爾
根
　

と
人
大
…

ん
島
…
糖
油
し

め
料
ん
…

　
材
め
油
砂
醤
だ

材料（4人分）一　　　調理法
めんとり大根…3009　①大根をL5c面立に輪切りに
油…・………・一大2　　　してめんをとり乍ら皮を

砂　糖…………大1　　　むき、やわらかに茄でる。

醤　油………大L5　　②分量の油を熱し①を妙め
だ　し…………C1　　　だし汁を加え砂糖、醤油
　　　　　　　　　　　で味付し汁がなくなるま
　　　　　　　　　　　で煮含める。
※現金収入の少なかった昔は、油が味をよくする生
　活の知恵が自然に生まれ、油、胡麻などを使った

　料理が多いようです。雪深い山村に面をとる料理

　が何時頃から伝えられたか興味のあることです。

　　　　　　（郷土料理研究グループ　いろり会）

　
　
　
時
～
午
後
三
時

会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
脇
）

　
　
　
一
階
リ
ハ
ビ
リ
室

　
※
身
障
者
手
帳
、
戦
傷
手
帳
を
お

持
ち
の
か
た
は
、
手
帳
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

停
籔
せ

　
▼
十
月
二
十
九
日
困
午
後
一
時

～
午
後
四
時
ま
で
　
春
日
町
一
、
二
、

三
丁
目
の
各
一
部
　
▼
十
月
三
十
日

樹
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で
、
山

本
二
丁
目
の
一
部
、
関
根
、
浅
ノ
平
、

笹
之
沢
、
池
之
平
、
落
之
水
、
孕
石
、

控
木
、
長
里
　
▼
十
一
月
二
目
側

正
午
～
午
後
四
時
ま
で
　
鉢

　
　
　
　
　
　
　
　
』
く

惨
弄
2
　
晶

O
市
報
第
三
百
号
を
お
届
け
し
ま
す
．

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て

二
十
五
年
間
発
行
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
市
報
の
編
集
の
た
め
、
写
真
と
イ

ラ
ス
ト
に
民
間
の
広
報
協
力
員
を
お

願
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
高
漫
研

の
諸
君
に
も
毎
回
が
ん
張
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
．
感
謝
感
謝
で
す
．

昭和56年l　l月10日発行

翻拶
11綿m㎞
　　　口301号口


